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この製品は、関連するEU規制に適合しています。詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

はははじじじめめめににに
この製品は、ロータリーブレード式の立ち乗り方芝刈り
機であり、そのような業務に従事するプロのオペレータ
が運転操作することを前提として製造されています。こ
の製品は、適切な管理を受けている家庭の芝生や商
用目的で使用される芝生に対する刈り込み管理を行う
ことを主たる目的として製造されております。この機械
は本来の目的から外れた使用をすると運転者本人や周
囲の人間に危険な場合があります。

ここに記された情報を注意深くお読みになって、製品の
操作方法や保守方法を守り、けがをしなよう、また製
品を損傷しないようにお使いください。この製品を適切
かつ安全に使用するのはお客様の責任です。

安全上の注意事項、取扱い説明書、アクセサリについ
ての資料、代理店の検索、製品のご登録などについ
ては www.Toro.com へ。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。

g374766

図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

目目目次次次
安全について ............................................................. 3

マシンの安全についての全般的な注意事
項............................................................. 3

芝刈り機に関する安全注意事項 ........................ 5
安全に関わるその他のメッセージ ....................... 5
安全ラベルと指示ラベル ...................................... 7

組み立て ................................................................. 10
マシンの設定の微調整を行う ...........................10
バッテリーチャージャを壁に取り付け
る ............................................................10

バッテリーの充電 ..........................................10
製品の概要 ............................................................. 10
各部の名称と操作 .............................................11
インフォセンターディスプレイ .........................11
仕様 ................................................................. 15
アタッチメントとアクセサリ ................................15
運転の前に .......................................................... 15
運転前の安全確認 ........................................15
毎日の整備作業を実施する .............................15
安全インタロックシステムの使用方
法............................................................16

運転中に .............................................................. 17
運転中の安全確認 ........................................17
始動手順 .....................................................18
マシンの停止手順 .........................................18
ブレードコントロールスイッチPTOの使い
方............................................................18

プラットフォームの使い方 ................................19
マシンを運転する ..........................................20
刈り高を調整する ..........................................21
刈り込みデッキの傾きの調整 ...........................21
ウェイトの使い方 ...........................................22
バッテリーシステムの充電レベルをモニタす
る ............................................................22

運転終了後に ...................................................... 22
運転終了後の安全確認 ..................................22
バッテリーのチャージャの安全確保 ....................23
故障したマシンを移動するには .........................24
移動走行を行うとき ........................................24
リチウムイオンバッテリーの輸送 .......................26
リチウムイオンバッテリー用の充電器の使用
について ...................................................26

保守 ........................................................................ 29
保守作業時の安全確保 ..................................29
推奨される定期整備作業 ...................................... 29
整備前に行う作業 ................................................ 30
内部の機器へのアクセス ................................30
潤滑 ..................................................................... 30

© 2023—The Toro® Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420 2

連連連絡絡絡先先先 www.Toro.com.
Printed in the USA

禁禁禁無無無断断断転転転載載載

 



グリスアップを行う .........................................30
前キャスタのピボットのグリスアップ....................30
キャスタホイールのハブの潤滑 .........................30
電気系統の整備 ................................................... 32
バッテリー遮断スイッチの使用方法 ....................32
バッテリーの整備 ..........................................32
リチウムイオンバッテリーの保守 .......................32
バッテリーチャージャの保守整備 .......................32
ヒューズの搭載位置 .......................................33
走行系統の整備 ................................................... 33
タイヤ空気圧を点検する .................................33
キャスタピボットベアリングの調整 ......................34
キャスタホイールとベアリングの整
備............................................................34

ホイールナットのトルクの点検を行
う.............................................................35

トランスミッション・オイルの交換 ........................35
制御系統の整備 ................................................... 36
レバーのキャリブレーション ..............................36
トラッキングの調整 ........................................37
走行コントロールレバーの調整 .........................37
刈り込みデッキの保守 .......................................38
ブレードの整備 .............................................38
デッキの水平調整 .........................................40
デッキ昇降スプリングの調整 ............................42
洗浄 ..................................................................... 43
刈り込みデッキの裏側の清掃 ...........................43
廃材の処分 ..................................................43

保管 ........................................................................ 43
洗浄と格納保管 ............................................43
バッテリーの長期保管処理 ..............................43
チャージャの保管 ..........................................44

故障探究 ................................................................. 45
図面 ........................................................................ 47

安安安全全全にににつつついいいててて
マママシシシンンンののの安安安全全全にににつつついいいてててののの全全全般般般
的的的ななな注注注意意意事事事項項項

警警警告告告こここのののマママシシシンンンににに付付付属属属しししててていいいるるるすすすべべべてててののの安安安全全全
警警警告告告、、、指指指示示示、、、説説説明明明図図図、、、仕仕仕様様様内内内容容容をををよよよくくく読読読むむむこここととと。。。

警警警告告告ややや指指指示示示ををを守守守らららななないいいととと、、、感感感電電電、、、火火火災災災、、、重重重大大大なななけけけががが
なななどどどををを負負負ううう恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

以下の警告で使用される「マシン」という単語は、お
客様がお持ちのコード式のマシンまたはバッテリー式
コードレスのマシンを意味します。

1. 作作作業業業場場場所所所ののの安安安全全全確確確保保保

A. きききれれれいいいににに片片片づづづけけけららられれれたたた明明明るるるいいい場場場所所所ででで作作作業業業ししし
ままましししょょょううう。。。 ごちゃごちゃした場所や暗い場所
は、事故を起こしやすく危険です。

B. 可可可燃燃燃性性性ののの液液液体体体やややガガガスススややや粉粉粉塵塵塵がががあああるるる場場場所所所でででマママ
シシシンンンををを運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。マシンは火花
を発生させるため、粉塵や煙に引火する恐
れがあります。

C. 運運運転転転中中中ははは子子子供供供そそそののの他他他ののの人人人間間間ををを近近近づづづけけけななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。注意が散漫になって運転ミスを起
こす可能性があります。

2. 電電電気気気ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保

A. マママシシシンンンのののプププラララグググににに合合合っっったたたコココンンンセセセンンントトトををを使使使用用用しししててて
くくくだだださささいいい。。。絶絶絶対対対にににプププラララグググををを改改改造造造しししたたたりりりしししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。アアアーーースススささされれれたたたマママシシシンンンににに対対対しししてててアアアダダダプププ
タタタプププラララグググををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。改造され
ていないプラグとそれにマッチするコンセント
が、感電の危険を減らします。

B. パパパイイイプププ、、、ラララジジジエエエーーータタターーー、、、レレレンンンジジジ、、、冷冷冷蔵蔵蔵庫庫庫ななな
どどど、、、アアアーーースススささされれれたたた面面面ややや品品品物物物ににに身身身体体体ををを接接接触触触さささ
せせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。身体がアースされている
と、感電の危険が大きくなります。

C. 雨雨雨ののの中中中やややぬぬぬれれれたたた場場場所所所にににマママシシシンンンををを置置置かかかななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。 マシンに水が入ると感電の危険
が高くなります。

D. コココーーードドドはははててていいいねねねいいいににに取取取りりり扱扱扱っっってててくくくだだださささいいい。。。コココーーー
ドドド部部部分分分ををを持持持っっってててマママシシシンンンををを運運運んんんだだだりりり、、、ぶぶぶららら下下下げげげ
たたたりりり、、、コココネネネクククタタタををを抜抜抜ききき取取取っっったたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。熱熱熱源源源、、、オオオイイイルルル類類類、、、鋭鋭鋭利利利ななな部部部分分分、、、可可可動動動部部部
分分分なななどどどののの近近近くくくにににコココーーードドド放放放置置置しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
傷ついたり絡まったりしているコードは、感電
の危険が高くなります。

E. 屋屋屋外外外ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、屋屋屋外外外使使使用用用ににに適適適しししたたた
延延延長長長コココーーードドドををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。屋外使用に
適したコードを使用することで、感電の危険
を減らすことができます。

F. やややむむむををを得得得ずずず湿湿湿気気気ののの多多多いいい場場場所所所ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合
ははは、、、漏漏漏電電電遮遮遮断断断器器器ででで保保保護護護ささされれれたたた電電電源源源ををを使使使用用用ししし
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てててくくくだだださささいいい。。。漏電遮断器を使用することで、
感電の危険を減らすことができます。

3. 人人人ののの安安安全全全確確確保保保

A. 自自自分分分ののの行行行動動動をををよよよくくく見見見ててて、、、注注注意意意深深深くくく常常常識識識的的的ななな
範範範囲囲囲ででで操操操作作作しししてててくくくだだださささいいい。。。疲疲疲れれれててていいいるるる時時時、、、病病病
気気気ののの時時時、、、アアアルルルコココーーールルルややや薬薬薬物物物ををを摂摂摂取取取しししたたた時時時ははは
マママシシシンンンををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。使用中の一
瞬の油断が、重大な人身事故を招く可能
性があります。

B. 人人人体体体保保保護護護器器器具具具PPEををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。必必必
ずずず保保保護護護メメメガガガネネネ等等等ををを着着着用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。防塵マ
スク、滑りにくい安全な靴、聴覚保護具など
の保護具を適切に使用することで、人身事
故を減らすことができます。

C. 不不不用用用意意意にににマママシシシンンンををを起起起動動動さささせせせななないいいよよようううにににしししままましししょょょ
ううう。。。電電電源源源やややバババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククににに接接接続続続すすするるる前前前
ににに、、、スススイイイッッッチチチががが OFF位位位置置置にににあああるるるここことととををを確確確認認認ししし
てててくくくだだださささいいい。。。スイッチが ONになっているマシ
ンに通電するのは事故の原因となります。

D. マママシシシンンンののの電電電源源源ををを入入入れれれるるる前前前ににに、、、調調調整整整用用用のののキキキーーー
やややレレレンンンチチチをををすすすべべべててて取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。 マシ
ンの回転部分にレンチやキーがついている
と、人身事故の原因になります。

E. 無無無理理理をををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。常常常にににしししっっっかかかりりりしししたたた足足足
元元元ををを確確確保保保ししし、、、身身身体体体のののバババララランンンスススををを保保保っっってててくくくだだださささ
いいい。。。姿勢が安定していれば、不測の事態で
もマシンをうまくコントロールできます。

F. 適適適切切切ななな服服服装装装ででで。。。だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服やややアアアクククセセセサササ
リリリををを身身身ににに着着着けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。可可可動動動部部部ににに手手手足足足
ををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 だぶついた服、
アクセサリー、長い髪などは、可動部に巻
き込まれる危険があります。

G. 集集集塵塵塵装装装置置置ををを接接接続続続しししててていいいるるる場場場合合合ははは、、、そそそれれれらららががが
適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確認認認ししし、、、正正正しししくくく
使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。集塵機能を使用すると、粉
塵による危険を減らすことができます。

H. マママシシシンンンををを何何何度度度ももも使使使用用用しししててていいいるるるととと、、、慣慣慣れれれががが出出出ててて
きききままますすすががが、、、安安安全全全ににに対対対すすするるる注注注意意意がががななないいいがががしししろろろ
にににななならららななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。 ちょっと
した不注意から、一瞬のうちに大けがをする
こともあります。

4. マママシシシンンンののの使使使用用用ととと手手手入入入れれれ

A. 無無無理理理ななな使使使いいい方方方をををしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。用用用途途途ににに
合合合っっったたたマママシシシンンンををを使使使いいいままましししょょょううう。。。適切なマシン
を使ってこそ、より良く、より安全に、設計
通りの性能で、仕事をすることができます。

B. ON / OFF スススイイイッッッチチチががが正正正しししくくく動動動作作作しししななないいいマママシシシンンン
ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 スイッチで制御で
きない機械は危険です。修理が必要です。

C. マママシシシンンンののの調調調整整整、、、アアアクククセセセサササリリリののの交交交換換換、、、保保保管管管ををを
行行行ううう場場場合合合ははは、、、そそそののの前前前にににプププラララグググををを電電電源源源かかかららら抜抜抜ききき
バババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククををを取取取りりり外外外せせせるるるマママシシシンンンででではははバババッッッ
テテテリリリーーーパパパッッックククををを取取取りりり外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。 こうした

予防策により、誤って機械を起動してしまう
リスクを減らすことができます。

D. 使使使用用用しししててていいいななないいいマママシシシンンンははは、、、子子子どどどもももののの手手手ののの届届届
かかかななないいいとととここころろろににに保保保管管管しししてててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、マママ
シシシンンンやややこここのののマママニニニュュュアアアルルルののの内内内容容容をををよよよくくく知知知らららななないいい
人人人にににマママシシシンンンののの操操操作作作をををさささせせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
訓練を受けていない人にマシンを使わせる
のは危険です。

E. マママシシシンンンとととアアアクククセセセサササリリリををを適適適切切切ににに手手手入入入れれれしししままましししょょょ
ううう。。。可可可動動動部部部ががが適適適切切切ににに動動動くくくかかか、、、部部部品品品ががが破破破損損損ししし
ててていいいななないいいかかか、、、マママシシシンンンののの動動動作作作ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼ
すすすよよようううななな状状状態態態がががななないいいかかか確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。壊壊壊
れれれたたたマママシシシンンンははは、、、修修修理理理をををしししてててかかかららら使使使用用用しししてててくくく
だだださささいいい。。。事故の多くは、マシンの手入れ不
良が原因です。

F. 刈刈刈りりり込込込みみみツツツーーールルルははは、、、常常常ににに鋭鋭鋭利利利ににに、、、清清清潔潔潔ににに維維維
持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。適切にメンテナンスされ、
鋭利な刃先の刈り込みツールは、引っかか
りにくく、コントロールするのも楽です。

G. マママシシシンンンのののアアアクククセセセサササリリリ、、、ツツツーーールルルビビビッッットトトなななどどどははは、、、
そそそれれれぞぞぞれれれののの使使使用用用説説説明明明書書書ににに従従従っっっててて、、、作作作業業業条条条件件件
ややや作作作業業業内内内容容容なななどどどををを考考考慮慮慮ににに入入入れれれななながががららら使使使用用用ししし
てててくくくだだださささいいい。。。本来の用途と異なる使い方をす
ると、危険を招く可能性があります。

H. ハハハンンンドドドルルルなななどどど手手手持持持っっったたたりりり握握握っっったたたりりりすすするるる部部部分分分
ははは、、、油油油やややグググリリリスススががが付付付着着着しししななないいいよよようううににに、、、乾乾乾燥燥燥ししし
たたた清清清潔潔潔ななな状状状態態態ににに保保保っっってててくくくだだださささいいい。。。ハンドルな
ど手で持つ部分が滑りやすいと、万が一の時
に安全な行動ができない可能性があります。

5. バババッッッテテテリリリーーーマママシシシンンンののの使使使用用用ととと手手手入入入れれれ

A. メメメーーーカカカーーー指指指定定定ののの充充充電電電器器器以以以外外外ででで充充充電電電しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。特定のバッテリーパック専用に作ら
れた充電器を他のバッテリーパックに使用す
ると、発火する可能性があります。

B. マママシシシンンン用用用ににに指指指定定定ささされれれたたた以以以外外外のののバババッッッテテテリリリーーーでででマママ
シシシンンンををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。専用外のバッ
テリーを使用すると、けがや火災などの危
険があります。

C. バババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククををを使使使用用用しししててていいいななないいいととときききににに、、、ククク
リリリッッップププ、、、コココイイインンン、、、鍵鍵鍵、、、釘釘釘、、、ねねねじじじなななどどどののの小小小さささななな
金金金属属属片片片ををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。バッテリー
の端子同士がショートすると、やけどや火災
の原因になります。

D. 劣劣劣悪悪悪ななな条条条件件件下下下でででははは、、、バババッッッテテテリリリーーーかかかららら液液液体体体ががが
噴噴噴出出出すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。液液液ににに触触触れれれななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。触触触れれれてててしししまままっっったたた場場場合合合ははは、、、水水水ででで洗洗洗いいい
流流流しししてててくくくだだださささいいい。。。万万万一一一液液液体体体ががが目目目ににに入入入っっったたた場場場合合合
ははは、、、直直直ちちちににに医医医師師師ののの診診診断断断ををを受受受けけけてててくくくだだださささいいい。。。
バッテリーから出た液体に触れると痛みを感
じたり火傷を負ったりします。

E. 破破破損損損しししたたたりりり改改改造造造ささされれれたたたりりりしししたたたバババッッッテテテリリリーーーパパパッッッククク
やややマママシシシンンンははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。損傷した
り改造されたりしたバッテリーは、予期せぬ
動作をすることがあり、火災、爆発、などを
起こすとけがの原因となります。
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F. バババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククやややマママシシシンンンををを、、、火火火ののの近近近くくくににに置置置
くくくなななどどど高高高温温温にににさささらららさささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。温度が
130°C爆発する恐れがあります。

G. 充充充電電電説説説明明明書書書ににに記記記載載載ささされれれててていいいるるるすすすべべべてててののの内内内容容容
ををを守守守りりり、、、指指指定定定ささされれれたたた温温温度度度範範範囲囲囲外外外でででバババッッッテテテリリリーーー
パパパッッックククやややマママシシシンンンををを電電電しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。不適
切な充電や指定された温度範囲外で充電す
ると、バッテリーの破損や火災発生の危険
が高くなります。

6. Service整整整備備備
A. こここのののマママシシシンンンののの修修修理理理ははは、、、資資資格格格ををを持持持っっったたた修修修理理理担担担

当当当者者者ががが、、、製製製造造造時時時ととと同同同じじじ交交交換換換部部部品品品のののみみみををを使使使用用用
しししててて行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。 これにより、マシンの
安全性を確保することができます。

B. 破破破損損損しししたたたバババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククははは絶絶絶対対対ににに整整整備備備ややや修修修
理理理ににに出出出さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。バッテリーパックの
修理は、メーカーまたは認定されたサービス
プロバイダーのみが行います。

芝芝芝刈刈刈りりり機機機ににに関関関すすするるる安安安全全全注注注意意意
事事事項項項
A. 悪悪悪天天天候候候時時時、、、特特特ににに落落落雷雷雷ののの危危危険険険がががあああるるるととときききははは、、、芝芝芝刈刈刈

りりり機機機ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。被雷事故のリス
クが減少します。

B. 芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを使使使用用用すすするるる場場場所所所ににに野野野生生生動動動物物物がががいいいななないいい
かかか、、、十十十分分分ににに確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。運転中に芝刈り機
によって野生動物を傷つることがあります。

C. 芝芝芝刈刈刈りりり機機機にににはははねねね飛飛飛ばばばささされれれててて危危危険険険なななもももののの、、、例例例えええばばば
石石石、、、木木木ののの枝枝枝、、、針針針金金金、、、骨骨骨なななどどどががが落落落ちちちててていいいななないいいかかか、、、
作作作業業業場場場所所所をををよよよくくく確確確認認認しししすすすべべべててて取取取りりり除除除きききままましししょょょううう。。。
マシンから飛び出したものが人に当たって人身事
故になる可能性があります。

D. マママシシシンンンののの使使使用用用前前前ににに必必必ずずず、、、ブブブレレレーーードドドとととブブブレレレーーードドドアアア
セセセンンンブブブリリリののの目目目視視視点点点検検検ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。磨耗・
破損した部品を使用すると、けがをする危険が
高くなります。

E. ガガガーーードドド類類類ををを正正正しししくくく取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。ガガガーーードドドががが適適適
切切切ににに取取取りりり付付付けけけららられれれててておおおりりり、、、正正正常常常ににに機機機能能能しししててていいいななな
けけけれれればばばなななりりりままませせせんんん。。。 ガードがゆるんでいたり、
破損していたり、正しく機能していなかったりする
と、人身事故の原因となります。

F. 冷冷冷却却却用用用ののの空空空気気気ををを取取取りりり入入入れれれるるる場場場所所所ははは、、、すすすべべべてててゴゴゴミミミ
ががが付付付着着着しししててていいいななないいいよよようううににに維維維持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。入口
が詰まったり、ゴミが入ったりすると、オーバー
ヒートや火災の危険性があります。

G. 芝芝芝刈刈刈りりり機機機ののの運運運転転転にににははは、、、必必必ずずず、、、滑滑滑りりりにににくくくいいい、、、保保保護護護
機機機能能能のののあああるるる靴靴靴ををを履履履いいいてててくくくだだださささいいい。。。裸裸裸足足足やややサササンンンダダダ
ルルルなななどどどででで芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを運運運転転転しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 これ
により、回転中の刃に接触して足を怪我する危
険を少なくすることができます。

H. 芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを運運運転転転すすするるる時時時ははは、、、必必必ずずず長長長ズズズボボボンンンををを着着着用用用
しししてててくくくだだださささいいい。。。肌が露出していると、異物が飛ん
できた時にけがを負う可能性が高くなります。

I. 急急急斜斜斜面面面ににに、、、芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを乗乗乗りりり入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。
斜面で運転できなくなったり、滑ったり、転倒し
たりなどの人身事故のリスクを低減することが
できます。

J. 斜斜斜面面面でででははは常常常ににに足足足場場場ををを確確確保保保ししし、、、運運運転転転ははは斜斜斜面面面ををを横横横
切切切るるる方方方向向向ででで絶絶絶対対対ににに上上上下下下方方方向向向ををを避避避けけけててて行行行いいい、、、、、、
方方方向向向ををを変変変えええるるるととときききははは細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払っっってててくくくだだださささ
いいい。。。斜面で運転できなくなったり、滑ったり、転
倒したりなどの人身事故のリスクを低減すること
ができます。

K. 後後後退退退すすするるるととときききややや、、、芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを手手手前前前ににに引引引くくくととときききにににははは
安安安全全全ににに十十十二二二分分分ののの注注注意意意ををを払払払っっってててくくくだだださささいいい。。。常に周
囲の状況に注意を払ってください。

L. 刃刃刃物物物なななどどど危危危険険険ななな可可可動動動部部部ががが動動動いいいててていいいるるる時時時ににに、、、手手手ををを
触触触れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。可動部に触れてけがをす
るリスクを減らします。

M. 詰詰詰まままりりりををを取取取りりり除除除くくくととときききややや芝芝芝刈刈刈りりり機機機ををを掃掃掃除除除すすするるるとととききき
ははは、、、すすすべべべてててののの電電電源源源スススイイイッッッチチチががが OFF ににになななっっっててていいい
るるるここことととををを確確確認認認ししし、、、無無無効効効化化化装装装置置置ををを取取取りりり外外外しししてててまままたたた
ははは作作作動動動さささせせせてててくくくだだださささいいい。。。芝刈り機の予期せぬ動
作により、重大な人身事故が発生する可能性
があります。

警警警告告告ややや指指指示示示ははは、、、将将将来来来ののの参参参考考考のののたたためめめににに
すすすべべべててて保保保存存存しししてててくくくだだださささいいい。。。

安安安全全全ににに関関関わわわるるるそそそののの他他他のののメメメッッッ
セセセーーージジジ

危危危険険険警警警告告告記記記号号号
危険警告記号図 2は、このマニュアルと実機上とに
表示され、事故防止のために守るべき重要な注意事
項を示します。

g000502

図図図 2
危険警告記号

危険警告記号に続いて、危危危険険険、警警警告告告、または注注注意意意と
いう文字が表示され、危険についての具体的な内容
が示されます。

危危危険険険人の生命に関わる重大な潜在的危険を意味しま
す。この注意を守らないと死亡事故や重大な人身事故
が起起起こここりりりままますすす。

警警警告告告人の生命に関わる潜在的危険を意味します。
この注意を守らないと死亡事故や重大な人身事故が
起起起こここるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。

注注注意意意安全に関わる潜在的危険を意味します。この注意
を守らないとけがをする可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。
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この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする能
力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐため、注意
事項を厳守してください。

• 排出口の近くに手足などを近づけないでください。

• マシンの運転に適した身体機能を有し、運転に責
任を持てる人以外に運転させないでください。

• 運転位置を離れる時はマシンを停止させ、キーを
抜き取り、各部が完全に停止したのを確認してくだ
さい。整備、調整、格納などは、機体が十分に冷
えてから行ってください。

6
 



安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decaloemmarkt

メメメーーーカカカーーー純純純正正正マママーーーククク

1. 工場から出荷される際に装着されているものと同じ純正品
の刈り込み刃であることを示します。

decal137-8127

137-8127

1. 注意高圧洗浄器を使用しないこと。

decal140-5405

140-5405

1. 刈高

decal144-0275

144-0275

1. バッテリーは可燃物質

decal144-0277

144-0277

1. プラス端子 4. 不適切な方法で廃棄しな
いこと。

2. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

5. 火のそばに置かないこと。

3. バッテリーはリサイクルす
ること。

decal144-7003

144-7003

1. 走行制御 5. 低速
2. 駐車ブレーキ 6. ニュートラル

3. PTOOFF 7. 後退
4. 高速

decal144-7004

144-7004

1. 走行制御 5. 後退
2. 高速 6. 駐車ブレーキ

3. 低速 7. PTOOFF
4. ニュートラル
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decal139-5557

139-5557

1. 異物が飛び出す危険人を
近づけないこと。

3. ベルトに巻き込まれる危
険 可動部に近づかないこ
と。すべてのガード類を正
しく取り付けて使用するこ
と。

2. ブレードによる手足切断の
危険可動部に近づかない
こと

decal144-7008

144-7008

1. 警告整備を開始する前に、バッテリー遮断スイッチを OFF
にすること。

decal144-7012

144-7012

1. デッキを調整すること

decal144-7013

144-7013

1. デッキを調整すること

decal147-0288

147-0288

1. 警告ブレードボルト/ナットは75-81 N·m11.8-15.2 kg.m =
55-60 ft-lbにトルク締めするトルク締めの方法についてはオ
ペレーターズマニュアルを読むこと。

decal147-0289

147-0289

1. バッテリーは 0°C (32°F)超
45°C (113°F) 以下に保持
すること。

3. 充電する時はカバーを開
ける

2. 警告バッテリーの整備を
行う前に オペレーターズマ
ニュアルを読むこと。充電
器を接続したままで運転し
ないこと。運転する時は充
電器は外すこと。

decal147-0290

147-0290

1. 警告ライトを直接のぞきこまないこと。目を傷める。
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decal144-0276

144-0276

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 3. 爆発の危険火花や炎に近づけないこと。

2. 警告バッテリーを開けないこと。破損したバッテリーを使用
しないこと。

4. 感電の危険このバッテリーは整備不要。

decal144-0278

144-0278

1. バッテリーのマイナス端子

decal147-1686

147-1686

1. PTO ON 5. ライトOFF
2. PTOOFF 6. Off
3. ライト 7. ON
4. ライトON

decal147-7803

147-7803

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。 6. 警告保守作業を行う前やマシンから離れる時には、エンジン
を停止し、キーを抜き取っておくこと。

2. 警告運転する前に全員が必ず講習を受けること。 7. 転倒の危険トレーラなどに積み込む時に歩み板を2枚使用しな
いこと必ず1枚ものの幅の広い板を使用すること搭載時登りは
バックで、降りる時下りは前進で運転する。

3. 警告 聴覚保護具を着用のこと。 8. 転倒の危険段差の近くや斜面で運転しないこと段差からマシン
の幅の少なくとも 2倍の距離を開けること。

4. 手や足のけがや切断の危険可動部に近づかないこと すべての
ガード類を正しく取り付けて使用すること。

9. 転倒の危険登り斜面は 10° まで。斜面の横切りは 15° まで。

5. 異物が飛び出して人にあたる危険芝刈り機 人を近づけない
こと。
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組組組みみみ立立立ててて

マママシシシンンンののの設設設定定定ののの微微微調調調整整整ををを行行行ううう
インフォセンターを使って設定の微調整を行う インフォ
センターディスプレイ (ページ 11)を参照。

バババッッッテテテリリリーーーチチチャャャーーージジジャャャををを壁壁壁ににに取取取
りりり付付付けけけるるる

オオオプププシシショョョンンン

バッテリーチャージャは背面に壁掛け穴が付いてお
り、壁に取り付けることができます。ねじは、シャフト
の直径が 6 mm、頭部の直径が 11 mm のものを選
んでください。

重重重要要要整整整備備備場場場のののどどどこここにににチチチャャャーーージジジャャャををを設設設置置置すすするるるのののががが使使使用用用上上上
おおおよよよびびび安安安全全全上上上もももっっっととともももふふふさささわわわしししいいいかかかををを検検検討討討しししてててくくくだだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電
バッテリーシステムの充電状態をチェックし、必要に応
じて充電する。バッテリーシステムの充電レベルをモニ
タする (ページ 22)を参照。

製製製品品品ののの概概概要要要

g407499

図図図 3

1. 前キャスタホイール 5. バッテリー切断スイッチ

2. バッテリーカバー 6. バッテリー充電ポスト

3. コントロールパネル 7. プラットホーム下げた位置

4. 走行コントロールレバー 8. デッキ
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各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
実際に車両を始動して運転を始める前に、各部分の操
作方法をよく知っておいてください。

コココンンントトトロロローーールルルパパパネネネルルル

g411343

図図図 4

1. バッテリー切断スイッチ 5. 始動キー

2. インフォセンター 6. 刈高レバー

3. PTOスイッチ 7. 基準バー

4. ライトスイッチ 8. 走行コントロールレバー

キキキーーースススイイイッッッチチチ

始動キーには2つの位置があります、ONとOFFです。

マシンのON/OFFはキースイッチで行います 始動手順
(ページ 18)を マシンの停止手順 (ページ 18)を参照。

PTO スススイイイッッッチチチ

刈り込みの開始と終了など、アタッチメントの ON/OFF
には PTO スイッチを使用します ブレードコントロールス
イッチPTOの使い方 (ページ 18)を参照。

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーー

コントロールレバーを使って、前進・後退・左旋回・右旋
回を行うことができます。

駐駐駐車車車位位位置置置

マシンから降りる時には、走行コントロールレバーを
外側に開いて駐車位置にして電気ブレーキを作動さ
せてください。

マシンを駐車させておく時やマシンから離れる時は必
ず、走行コントロールレバーを駐車位置にしてくださ
い。

g373611

図図図 5

ララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

ライトの ON と OFF を行うスイッチです。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーデデディィィスススプププレレレイイイ

インフォセンターLCDディスプレイは、マシンの運転状
態、故障診断などの情報を表示します。

• 起起起動動動画画画面面面: キーを ON位置にした後、バッテリー残
量を数秒間表示します。

g360791

図図図 6

• 充充充電電電画画画面面面バッテリー残量%と電流値を表示します。

g360797

図図図 7
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• 主主主画画画面面面: キーが ON 位置にある時に、マシンの
現在の情報を表示します。この画面には、バッテ
リーシステムの充電レベルと各機器の状態が表示
されます。 ボタンを押すと画面が順次変わりま
す。最高走行速後と刈り込みブレードの調整は –
と + ボタンで行います。

g360792

図図図 8
安全インタロックインジケータ

g378466

図図図 9
運転時間

g360794

図図図 10
刈り込みブレードモータの状態

g360795

図図図 11
走行速度

g360796

図図図 12
刈り込みブレードモータの速度

画画画面面面ににに表表表示示示ささされれれるるるアアアイイイコココンンンののの説説説明明明

次へ

上へスクロール

下へスクロール

メインメニューを表示

言語を変更

増加

減少

メニューを終了する

保存

運転時間

バッテリ充電

走行コントロールレバーがロック解除位置で
す。

駐車ブレーキが掛かったまま。

PTO が入っています

刈り込みブレード

走行制御

高速

低速

省エネ

走行速度またはメニュー項目がロックされてい
ます。
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののメメメニニニュュューーー

メイン情報画面のとこからでも ボタンを押せば、
メインメニューにアクセスできます。

各メニューにおいてどのような内容が表示されるかは、
以下の表をご覧ください。

注注注 保護メニューで保護されます― アクセスには PIN
の入力が必要です

Main Menuメメメイイインンンメメメニニニュュューーー

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

FAULTS不具合

FAULTSメニューには、最近に記録され
た不具合が表示されます。サービスマ
ニュアルに不具合 メニューとその内容
の詳細が解説されています。または弊
社ディストリビュータにお問い合わせ
ください。

SERVICE整備
整備メニューでは、使用時間記録、
動作回数、パワー、レバーのキャリブ
レーション、トラッキングなどの情報を
見ることができます。

DIAGNOSTICS診断機能
DIAGNOSTICSメニューでは、マシンにお
いて現在発生している不具合やその
データが表示されます。故障探究時な
どに役立つ情報です。

SETTINGS設定
SETTINGSメニューではインフォセンター
の表示や機械の設定を変更すること
ができます。

ABOUTマシンについて
ABOUTでは、モデル番号、シリアル番
号、ソフトウェアのバージョンPIN入力
が必要などを確認することができます。

Faults不不不具具具合合合
メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

CURRENT現在 キー ON時間キーが ON位置にあった
時間の積算値を表示します。

LAST最近 不具合が最後に発生した時のキー ON
時間。

FIRST最初 不具合が最初に発生した時のキー ON
時間。

OCCURRENCES発生回
数

不具合の発生回数

整整整備備備作作作業業業

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

HOURS

各機器が使用された積算時間を表示
します

• 始動キー

• 機体

• 走行コンタクタ

• 刈り込みコンタクタ

• ニュートラル

• 積算刈り込み時間

• 左走行

• 右走行

• リンプモード

• 搬送回数

COUNTS

各種の機能の使用回数を表示します。

• 始動サイクル

• 走行コンタクタ

• 刈り込みコンタクタ

• 刈り込み PTO

リンプモード

リンプモード開始前にバッテリー残量
の標示と調整を行います。 リンプモー
ドのバッテリー残量設定の調整 (ペー
ジ 22)を参照。

レバーのキャリブレー
ション

走行コントロールレバーのキャリブレー
ションを行います。 レバーのキャリブ
レーション (ページ 36)を参照。

トラッキング
走行コントロールレバーのトラッキン
グを調整します。 トラッキングの調整
(ページ 37)を参照。

診診診断断断メメメニニニュュューーー

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

バッテリースタック バッテリー全体の状態を表示します。

バッテリーパック 個別バッテリーの状態を表示します。

CU モータ 各刈り込みモータの状態を示します。

TU モータ 各走行モータの状態を示します。
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Settings設設設定定定
メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

LANGUAGE言語 インフォセンターの表示に使う言語を選
択することができます。

BACKLIGHTバックライト LCD表示の明るさを調整します。

CONTRASTコントラスト LCD表示のコントラストを調整します。

PROTECTED MENUS保
護項目

パスワードを入力すると見ることがで
きます。

Aboutマママシシシンンンにににつつついいいててて

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

MODEL マシンのモデル番号を表示します。

SN マシンのシリアル番号を表示します。

メインコントローラ
ソフトウェアのパーツ番号とメインコント
ローラの rev を表示します。

表示コントローラ
ソフトウェアのパーツ番号と表示コント
ローラの rev を表示します。

TU モータ
トラクションユニットのモータソフトウェア
のパーツ番号と rev を表示します。

CU モータ
カッティングユニットのモータソフトウェ
アのパーツ番号と rev を表示します。

バッテリーパック

バッテリーパックのソフトウェアのパー
ツ番号と表示コントローラの rev を表
示します。

アアアクククセセセススス制制制限限限付付付きききメメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセススス

注注注 出荷時に設定されている デフォルト PIN は 1234
です。

PIN を変更後、PIN を忘れてしまった場合には、弊社
正規代理店にご相談ください。

注注注 インフォセンターには一度に 2 つの項目しか表示
されませんが、以下の場合は図のように全メニュー
を表示します。

1. メインメニューから下へスクロールして設定メ
ニューがあり、こで を押した時。

g375695

図図図 13

2. 設定メニューで、下へスクロールしていくとパス
ワード保護メニューがあり、ここで ボタンを
押した時。

g375693

図図図 14

3. PIN コードを入力するには、中央の 2つのボタン
を押して各桁の入力を行い、その後に を押す
と次の桁へ移動します。これを繰り返して最後の
桁まで入力を終えたら、もう一度 を押します。

g375692

図図図 15

4. を押して PIN コードを登録します。

g377941

図図図 16

注注注 インフォセンターが PIN コードを受け付けて保
護メニューが開くと、画面右上の部分に PIN と
いう表示が現れます。
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

刈幅 122 cm

幅 127 cm

長さプラットホームを下げた状
態

192 cm

長さプラットホームを上げた状
態

155 cm

高さ 126 cm

ウェイト 511 kg (1126 lb)

電電電気気気系系系統統統ののの仕仕仕様様様

バッテリーの数 8

定格電圧 最大 DC 63 V 通常消費 DC
55.2 V

アンペア時 331.2 Ah

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。

運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認
• 安全スイッチなどすべての安全確保機器が正しく機
能していない限り、運転しないでください。

• どんな時でも、運転位置を離れる時には以下を
行ってください

– 平らな場所に駐車する。

– 走行装置と PTO を OFF にする。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– マシンを停止させ、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、刈り込
みアセンブリの点検を行ってください。

• この製品は電磁場を発生させます。植込み型の電
子医療機器を装着している方は、本製品を使用す
る前に専門家に相談してください。

• トロ社が認めた以外のアクセサリやアタッチメントを
使用しないでください。

• 人を乗せないでください。また、作業中は周囲から
人やペットを十分に遠ざけてください。

• この機械の音力レベルは、オペレータの耳の位置
で 85 dBA となり、長時間使用しつづけると聴覚に
障害を起こす可能性があります。運転に際しては聴
覚保護具を使用すること。

• マシンの運転前に、オペレータプレゼンスコントロー
ルが正常に機能していること、デレクタまたは集草
システムが確実に取り付けられ、正しく動作してい
ることを確認してください。安全装置が適切に機能
していない場合はマシンを運転しないでください。

• マシンを停止させれば刈り込みブレードも停止する
のが正常です。もし正しく停止しない場合には、直
ちにマシンの使用を停止し、正規代理店にご連絡
ください。

• 作業中に人が近づいてきた場合には機械とアタッチ
メントを停止させてください。

毎毎毎日日日ののの整整整備備備作作作業業業ををを実実実施施施すすするるる
毎日の運転前に、保守 (ページ 29)に記載されている
「使用ごと/毎日の典型整備」を行ってください。
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安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムののの使使使
用用用方方方法法法

危危危険険険
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチををを外外外しししたたたりりり破破破壊壊壊しししたたたりりりすすするるるとととマママ
シシシンンンががが予予予想想想外外外ののの動動動きききをををしししててて死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな
人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいいこここととと。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののしししくくくみみみ

安全のために、以下の条件の条件が満たされていない
と PTOが作動できないようになっています

• どちらかの走行コントロールレバーを、中央位置
ロック解除位置に下げる。

• PTO スイッチを ON位置にする。

両方のコントロールレバーから手を離す、あるいは両
方のレバーが駐車位置にくると、PTOは停止します。

インタロックが正しい位置にセットされていると、イン
フォセンターにアイコンで表示されます。

g373297

図図図 17

1. 駐車ブレーキを掛ける。

2. コントロールレバー両方または片方が中央のロック解除位置
にある。

3. PTOが入。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムのののテテテススストトト

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

機械を使用する前には、必ずインタロックシステムのテ
ストをしてください。

注注注安全装置が正しく動作しない場合には直ちに修理が
必要です。弊社正規代理店に連絡してください。

1. 機械を始動する。

2. 両方のコントロールレバーを外側に開いて駐車位
置にし、PTO スイッチを ON にする。

注注注 ブレードが回転しなければ正常。

g377625

図図図 18

3. 片方のレバーを中央のロック解除位置に保持した
まま、PTO スイッチを ON位置にする。

注注注 ブレードが回転すれば正常。

g377624

図図図 19
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4. レバーから手を離して駐車位置にする。

注注注 ブレードが停止すれば正常。

g377625

図図図 20

5. 片方のレバーを中央のロック解除位置に保持した
まま、PTO スイッチを ON位置にする。

注注注 ブレードが回転すれば正常。

g377624

図図図 21

6. PTO スイッチを OFF位置にする。

注注注 ブレードが停止すれば正常。

g411345

図図図 22

運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• また、ぬれた芝生や落ち葉の上はスリップしやす

く、運転中に転んでブレードに触れると大けがをす
る危険もあります。ぬれた芝の刈り込みは避けて
ください。

• マシンを起動する前に、すべての駆動系がニュート
ラルであることを確認してください。

• 穴や落ち込みなど視界に入りにくい障害物に注意し
てください。見通しの悪い場所、茂み、立ち木、
背の高い草、などの障害物の近くでは安全に十
分注意してください。不整地では車両が転倒した
り、足元が不確かになって運転姿勢が崩れたり
する恐れがあります。

• 何かにぶつかったり、異常な振動が発生した場合
は、マシンとカッティングユニットの駆動をを停止し
てください。カッティングユニットに損傷がないか点
検し、必要があれば修理を行ってください。点検修
理が終わるまでは機械を使用しないでください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• この機械を牽引用車両として使用しないでください。

• ブレードが回転中は絶対に刈り込みデッキを上昇さ
せないでください。

• 刈りかすの吹き出し口を人に向けないでください。
また、吹き出し口を壁などに向けないでください。
異物が飛び出した時に跳ね返って身体に当たって
けがをする恐れがあります。芝面以外の場所を移
動するときや、道などを横切る時には、刈り込みブ
レートを停止させ、マシンの作動を低速にし、注意
して走行してください。

• エンジンの掛かっているマシンからは離れないで
ください。

• 子供が作業エリアに入り込んだ場合には、危険防
止のために機械を停止してください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは
重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。斜面で運
転する前に、必ず以下を行ってください

– マニュアルや機体に描かれている斜面に関する
注意事項を読んで内容をよく理解する。

– 作業当日に現場の実地調査を行い、安全に作
業ができるか判断する。以上の調査において
は、常識を十分に働かせてください。同じ斜面
上であっても、水分など地表面の条件が変われ
ば運転条件が大きく変わります。
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• 斜面の刈り込みは、上り下り方向でなく、横断方
向に行ってください。急斜面や濡れた斜面での運
転はしないでください。

• 斜面に入る前に、安全の判断をしてください。段
差、溝、盛り土、水などの近くに乗り入れないで
ください。万一車輪が段差や溝に落ちたり、足元
の地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒し、
非常に危険です。障害物からの安全距離マシンの
幅の 2倍を維持して運転してください。これらの場
所では歩行型の機械を使用するか手刈りを行うか
してください。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急旋
回したり不意に速度や方向を変えたりしないでくださ
い旋回はゆっくり行ってください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。ぬれ芝、急斜面など
滑りやすい場所で運転すると滑って制御できなくな
る危険があります。駆動力を失うと、スリップを起
こしたりブレーキや舵取りができなくなる恐れがあ
ります。駆動輪をロックしてもマシンが滑り続ける
場合があります。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• アクセサリやアタッチメントを取り付けて作業する場
合には安全にさらに注意してください。アタッチメン
トによってマシンの安定性が変わり、安全限界が変
わる場合がありますからご注意ください。カウンタ
ウェイトについての説明を守ってください。

• マシンをコントロールすることができなくなったら、マ
シンの走行方向と反対側に飛び降りてください。

始始始動動動手手手順順順
1. プラットフォームに立つ。

2. キースイッチを ON位置まで回す。

マママシシシンンンののの停停停止止止手手手順順順

注注注意意意
置置置きききっっっぱぱぱなななしししののの機機機械械械ををを子子子供供供なななどどどがががいいいたたたずずずらららででで運運運転転転
すすするるるととと大大大きききななな事事事故故故ににになななるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

機機機械械械かかかららら離離離れれれるるる時時時にににははは、、、必必必ずずず駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを掛掛掛
けけけ、、、キキキーーーををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。

1. PTOを切る。

2. 走行コントロールレバーを PARK位置外側に動
かす。

注注注自動的に電気ブレーキが掛かります。

3. キーを OFF位置にして抜き取る。

ブブブレレレーーードドドコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチ
PTOののの使使使いいい方方方
ブレードコントロールスイッチPTOは、走行コントロー
ルレバーと共に使用して刈り込み刃の回転と停止を
行います。

危危危険険険
刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキ内内内部部部ででで回回回転転転しししててていいいるるるブブブレレレーーードドドははは危危危
険険険。。。ブブブレレレーーードドドににに触触触れれれるるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどど重重重大大大ななな人人人身身身
事事事故故故ににに直直直結結結すすするるる。。。

ブブブレレレーーードドドががが作作作動動動しししててていいいるるるととときききははは、、、マママシシシンンンややや刈刈刈りりり込込込みみみ
デデデッッッキキキののの下下下ににに手手手ややや足足足ををを入入入れれれななないいいこここととと。。。

危危危険険険
排排排出出出口口口ががが閉閉閉じじじててていいいななないいいととと、、、飛飛飛びびび出出出しししてててきききたたたももものののででで
周周周囲囲囲ののの人人人にににけけけがががをををさささせせせるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。まままたたた、、、刈刈刈りりり
込込込みみみブブブレレレーーードドドににに手手手なななどどどががが触触触れれれるるる可可可能能能性性性もももあああるるる。。。飛飛飛
びびび出出出しししてててきききたたた物物物ににに当当当たたたっっったたたりりりブブブレレレーーードドドににに触触触れれれるるるととと重重重
大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるる。。。

排排排出出出部部部デデデフフフレレレクククタタタををを上上上げげげたたたままままままののの状状状態態態ややや外外外しししたたた
状状状態態態ででで刈刈刈りりり込込込みみみををを行行行っっってててはははななならららななないいい。。。デデデフフフレレレクククタタタ
ををを改改改造造造しししてててはははななならららななないいい。。。デデデフフフレレレクククタタタををを装装装着着着しししななないいい
時時時ははは必必必ずずず集集集草草草キキキッッットトトまままたたたはははマママルルルチチチンンングググシシシススステテテムムムををを
取取取りりり付付付けけけるるるこここととと。。。
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刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののブブブレレレーーードドドPTOををを回回回
転転転さささせせせるるる

g385141

図図図 23

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののブブブレレレーーードドドPTOををを解解解
除除除すすするるる

ブレードは以下のどちらの方法でも解除することがで
きます。

g385142

図図図 24

g330758

図図図 25

注注注走行コントロールレバーから手を離して止めた場合
は、ブレード制御スイッチを一旦 OFF位置に戻さなくて
も、レバー操作だけでブレードを再稼働させることが
できます。

プププラララッッットトトフフフォォォーーームムムののの使使使いいい方方方
この機械は、プラットホームを上げた状態でも、下げた
状態でも使用することができます。どちらの方法で運
転するかは好みで決めてください。

警警警告告告
運運運転転転台台台ははは非非非常常常ににに重重重くくく、、、上上上げげげ下下下ろろろしししののの際際際にににけけけがががをををすすす
るるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。降降降ろろろすすす時時時ややや持持持ちちち上上上げげげるるる時時時ににに落落落ととと
しししてててしししまままうううとととけけけがががをををすすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

• プププラララッッットトトホホホーーームムムののの上上上げげげ下下下げげげををを行行行ううう時時時ににに、、、指指指ややや手手手
ををを挟挟挟まままななないいいよよようううににに十十十分分分ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• ラララッッッチチチピピピンンンををを抜抜抜くくく前前前ににに、、、プププラララッッットトトホホホーーームムムががが適適適切切切ににに
支支支持持持ささされれれててていいいるるるのののををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

• たたたたたたんんんででで上上上位位位置置置にににセセセッッットトトすすするるる時時時にににははは、、、ラララッッッチチチががが
確確確実実実にににかかかかかかっっっててていいいるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。ラララッッッ
チチチががが確確確実実実にににセセセッッットトトささされれれるるるよよよううう、、、プププラララッッットトトホホホーーームムムををを
クククッッッシシショョョンンンにににしししっっっかかかりりりととと押押押ししし付付付けけけてててラララッッッチチチををを掛掛掛けけけ
てててくくくだだださささいいい。。。

• プププラララッッットトトフフフォォォーーームムム昇昇昇降降降さささせせせるるる時時時にににははは、、、周周周囲囲囲ににに人人人
ををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

以下のような場合には、プラットフォームを上げて運
転してください

• 段差の近く

• マシンが大きすぎると思われるほど狭い場所での
運転

• 低く垂れ下がった枝などの障害物がある場所

• 移送に際してトレーラなどへ積み込み

• 法面を登るとき

以下のような場合には、プラットフォームを下げて運
転してください

• ほとんどの場所

• 法面を横断するとき

• 法面を下るとき

プラットホームを上げるには、ノブを引き出し、手で持
ち上げます。プラットホームをクッションにしっかりと
押し付けて、ラッチが確実にセットされたことを確認
してください。

プラットフォームを下げるには、プラットフォームをクッ
ションに押し付けるように前方に押してラッチピンに掛
かっている圧力を解除し、ノブを引き出します。
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g374767

図図図 26

1. プラットホーム上げた位置 3. ノブを引いてプラットホーム
を下げる。

2. プラットホーム下げた位置

マママシシシンンンををを運運運転転転すすするるる
重重重要要要縁縁縁石石石ををを乗乗乗りりり越越越えええるるるととときききははは、、、バババッッックククででで、、、車車車輪輪輪ををを 1つつつ
ずずずつつつ登登登らららせせせてててくくくだだださささいいい前前前進進進ででで乗乗乗りりり越越越えええるるるととと機機機械械械ををを破破破損損損
さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注意意意
片片片方方方のののレレレバババーーーををを前前前ににに出出出しししすすすぎぎぎるるるととと、、、マママシシシンンンががが急急急旋旋旋
回回回すすするるる。。。そそそののの結結結果果果、、、マママシシシンンンをををコココンンントトトロロローーールルルででできききなななるるる
ととと人人人身身身事事事故故故ややや物物物損損損事事事故故故ををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

小小小さささななな旋旋旋回回回ををを行行行ううう前前前にににははは速速速度度度ををを十十十分分分ににに落落落とととしししててて
くくくだだださささいいい。。。

1. 走行コントロールレバーを、中央位置ロック解
除位置に下げる。

g330778

図図図 27

1. フロントバー 4. 右コントロールレバー

2. 左コントロールレバー 5. 右側コントロールレバーが
駐車位置

3. リアバー 6. 左側コントロールレバーが
駐車位置

2. 両方のレバーをゆっくり前または後ろに動かす。
旋回するには、片方のレバーをより大きく動か
す。

注注注前進後退とも、レバーを遠くへ押す引くほどそ
の方向への走行速度が上がります。

3. 停止するには、左右の走行コントロールレバーを
ニュートラル位置にする。
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g407496

図図図 28

刈刈刈りりり高高高ををを調調調整整整すすするるる
刈高の調整範囲は 38-127 mm、調整間隔は 6 mm
刻みです。

g330789

図図図 29

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの傾傾傾きききののの調調調整整整
刈り込みデッキの後部を 6.3 mm刻みで最大 31.8 mm
高くすることができます。

1. ブレードコントロールスイッチPTOを切り、走行コ
ントロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完
全に停止したのを確認してから運転位置を離れ
るようにしてください。

3. 刈高レバーを上げて移動走行位置にロックする。

4. マシンの左側または右側で、レバーを上げてピン
を抜き取る。
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g377014

図図図 30

5. 希望位置にピンを挿入する。

g377012

図図図 31

6. 機体の反対側でも同じ作業を行う。

ウウウェェェイイイトトトののの使使使いいい方方方
• バランス向上用のウェイトが発売されています。運
転条件に合わせて、操作感覚に合わせてウェイトを
追加したり減らしたりすることができます。

• ウェイトは1個ずつ追加・削減し、ベストの運転がで
きる個数を探してください。

• 推奨されるウェイトについては各アタッチメントのオ
ペレーターズマニュアルを参照してください。

注注注 ウェイトキットは、弊社正規サービス代理店にてお
求めください。

バババッッッテテテリリリーーーシシシススステテテムムムののの充充充電電電レレレベベベ
ルルルをををモモモニニニタタタすすするるる
バッテリーシステムの充電レベルを調べるには、イン
フォセンターのメイン情報画面を見てください。

• バババッッッテテテリリリーーー残残残量量量低低低下下下バッテリーの残量が少なくな
るとインフォセンターに残量低下アドバイスが表示
されます。

刈り込みを中止し、所定の充電場所へ戻ってバッテ
リーを充電してください。

• リリリンンンプププモモモーーードドド バッテリー残量が設定したリンプモード
設定値残量パーセントを下回ると、インフォセンター
にお知らせが表示され、刈り込みブレードが停止し
て刈り込みを続けられなくなります。

ただちに管理棟などに帰ってバッテリーの充電を
行ってください。

• ウウウルルルトトトラララリリリンンンプププモモモーーードドド リンプモード中にバッテリー残
量が少なくなりすぎると、インフォセンターに警告が
表示され、自動的に走行速度を落とします。

ただちに管理棟などに帰ってバッテリーの充電を
行ってください。

リチウムイオンバッテリーの充電 (ページ 27)を参照。

リリリンンンプププモモモーーードドドのののバババッッッテテテリリリーーー残残残量量量設設設定定定ののの
調調調整整整
1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント

ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. メインメニューから下へスクロールして整備メ
ニューに入り、 ボタンを押す。

g376300

図図図 32

3. 整備メニューから下へスクロールしてリンプモード
に入り、–ボタンと+ボタンで設定を調整する。

g430868

図図図 33

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 移動走行時やマシンを使用していない時には必ず

PTO を OFF にしておいてください。
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• 機械をトレーラやトラックに積み込む際には、機体
と同じ幅のある歩み板を使用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケーブ
ル、ロープなどで機体を確実に固定してください。
機体の前後に取り付けた固定ロープは、どちらも、
機体を外側に引っ張るように配置してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったパーツやステッ
カーは交換してください。常に機械全体の安全を
心掛け、ボルト類が十分に締まっているのを確認
してください。

バババッッッテテテリリリーーーのののチチチャャャーーージジジャャャののの安安安
全全全確確確保保保

概概概要要要
• 警警警告告告火災と感電の危険バッテリーには整備可能

な部分はありません。

• 使用している電源とチャージャの電圧仕様が一致
していることを確認してください。

• チャージャを濡らさないでください雨や雪がかから
ぬよう防護措置をお願いします。

• トロが発売していない、または推奨していないアク
セサリを使用すると、火災、感電その他の人身事
故が起こる恐れがあります。

• バッテリーの爆発事故を防止するために、チャー
ジャの近くで使用する機器については以下の注意
を必ずお守りください。

• バッテリーを充電しすぎると爆発性のガスが発生す
ることがあります。

• バッテリーの整備が必要になった場合には、弊社
正規ディストリビュータにご連絡ください。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶
対にチャージャの操作や整備をさせないでくださ
い地域によっては機械のオペレータに年齢制限を設
けていることがありますのでご注意ください。オー
ナーは、オペレータ全員にトレーニングを受講さ
せる責任があります。

• ご使用になる前に全部の注意事項に目を通し、
チャージャの取り扱いに際してはそれらの注意事
項を必ず守ってください。チャージャの正しい使用
方法に慣れてください。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 充電中は周囲に人、特に子供を近づけないでく

ださい。

• 充電作業にふさわしい服装をし、安全めがね、
長ズボン、頑丈で滑りにくい安全な靴を着用して
ください。

• 充電は、マシンが完全に機能を停止した後に開始
してください。これを怠るとアークが発生する危険
があります。

• 充電中は十分に換気してください。

• 充電器は AC 120 240 V専用です。240 V で使用
する場合には、弊社正規代理店にご確認の上、適
切な電源コードをご使用ください。

運運運転転転操操操作作作
• 凍結したバッテリーは、充電しないでください。

• コードはていねいに取り扱ってください。コードを
持ってチャージャをぶら下げたり、コンセントから外
すときにコードを持って引き抜いたりしないでくださ
い。コードが高温や油脂や鋭利なものに触れないよ
うに注意してください。

• 充電器は、アース端子付きのコンセントに直接接続
して使用してください。アースされていないコンセン
トのご使用はお控えくださいアース付きアダプタも
使用しないでください。

• 付属のコードを改造しないでください。

• 指輪、ブレスレット、ネックレス、腕時計などの金属
製品を身に着けての作業は危険ですからおやめくだ
さい。リチウムイオンバッテリーは非常に大きなエネ
ルギーを蓄えており大火傷を負う危険があります。

• 暗い場所などチャージャをはっきりと見ることができ
ない場所では絶対に取り扱わないでください。

• 延長コードを使う場合は、定格 15 A以上のものを
使ってください。屋外で充電する場合は、屋外用
の延長コードを使ってください。

• コンセントに差し込まれている間にコードに傷が付い
た場合には、コンセントから抜きとり、弊社正規代
理店から代わりのコードを購入してください。

• 以下の場合はチャージャをコンセントから抜いてくだ
さい 使用していないとき、チャージャを別の場所に
移動するとき、チャージャに整備作業を施すとき。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• チャージャの保管は、屋内の乾燥した場所、部外
者の手の届かない場所を選んでください。

• チャージャを分解しないでください。整備や修理が
必要になった場合には、弊社正規代理店にご連絡
ください。

• 感電事故を防ぐため、チャージャの保守作業や清
掃作業は必ずプラグをコンセントから抜いて行って
ください。

• 機体に貼ってある安全ラベルや説明ラベルは必要
に応じて新しいものに貼り替えてください。

• 破損したコードやプラグをチャージャに使用しない
でください。ウェイトキットは、弊社正規代理店に
てお求めください。

• 充電器に衝撃を与えたり落としたりした場合には、
充電器の使用を中止し、弊社正規代理店検査を
依頼してください。
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故故故障障障しししたたたマママシシシンンンををを移移移動動動すすするるるにににははは
重重重要要要 トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを解解解除除除せせせずずずににに牽牽牽引引引すすするるるととと、、、モモモーーー
タタタををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

注注注意意意
トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを解解解除除除すすするるるととと、、、マママシシシンンンのののブブブレレレーーーキキキ
機機機能能能ははは失失失わわわれれれるるる。。。ブブブレレレーーーキキキのののななないいい状状状態態態ででで暴暴暴走走走すすするるる
ととと人人人身身身事事事故故故なななどどどののの恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

マママシシシンンンををを牽牽牽引引引しししなななけけけれれればばばななならららななないいい場場場合合合ははは、、、牽牽牽引引引車車車
とととののの衝衝衝突突突ををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、牽牽牽引引引バババーーーアアアセセセンンンブブブリリリ
キキキッッットトトををを装装装着着着すすするるるこここととと。。。キキキッッットトトにににつつついいいてててははは弊弊弊社社社正正正規規規
代代代理理理店店店にににおおおたたたずずずねねねくくくだだださささいいい。。。

1. ブレードコントロールスイッチPTOを切り、走行コ
ントロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完
全に停止したのを確認してから運転位置を離れ
るようにしてください。

3. モータのキャップを外す。

g398424

図図図 34

1. モータのキャップ

4. モータハブの四角穴に、3/8" のドライブ付きラ
チェットレンチを取り付ける。レンチが止まるまで
左に回す約 4回転とトランスミッションが解除さ
れる。4168 Nm4.26.9 kg.m = 3050 ft-lbにトル
ク締めする。

注注注車輪が自由に回転するようになります。

g398425

図図図 35

5. もう一方のモータにも同じ作業をする。

6. 希望する場所までマシンを押して移動する。

重重重要要要 牽牽牽引引引速速速度度度ははは時時時速速速 8 km/h以以以下下下ををを厳厳厳守守守しししててて
くくくだだださささいいい。。。

7. 牽引が終了したら、直ちにトランスミッションとの
接続を元通りにする。

A. モータハブの四角穴に、3/8"のドライブ付き
ラチェットレンチを取り付ける。

B. 右回りに、止まるまで回す約 4回回転。
C. 4168 Nm4.26.9 kg.m = 3050 ft-lbにトルク

締めする。

g398426

図図図 36

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
マシンの移送には十分に強度のあるトレーラやトラック
を使用してください。歩み板は幅の広い一枚ものを使
用してください。トレーラやトラックは、法令で定められ
た灯火類やマークが完備しているものを使用してくださ
い。安全に関する注意事項はすべてよく読んでくださ
い。オペレータや周囲の人を事故から守る重要な情報
が掲載されています。ロープ掛けや積荷固定について
はそれぞれの地域の法令などを順守してください。
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警警警告告告
公公公道道道上上上ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは、、、適適適切切切ななな方方方向向向指指指示示示
器器器、、、反反反射射射器器器、、、表表表示示示、、、低低低速速速車車車表表表示示示なななどどどががが定定定めめめららられれれ
ててておおおりりり、、、こここれれれらららををを遵遵遵守守守しししななないいいととと危危危険険険ででであああるるる。。。

公公公道道道上上上なななどどどををを走走走行行行しししななないいいこここととと。。。

警警警告告告
マママシシシンンンをををトトトレレレーーーラララなななどどどににに搭搭搭載載載すすするるる作作作業業業ははは、、、機機機体体体ををを転転転
倒倒倒さささせせせるるる危危危険険険をををはははらららんんんでででおおおりりり、、、万万万一一一そそそのののよよようううななな事事事故故故
ががが起起起こここるるるととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどど重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故とととなななるるる。。。

• 必必必ずずず、、、幅幅幅ののの広広広いいい歩歩歩みみみ板板板ををを使使使うううこここととと左左左右右右ににに分分分かかか
れれれたたた幅幅幅ののの狭狭狭いいい板板板ははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。

• 必必必ずずず、、、トトトラララッッックククトトトレレレーーーラララののの荷荷荷台台台ののの高高高さささののの4倍倍倍程程程度度度
ののの長長長さささののの板板板ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

• 歩歩歩みみみ板板板ののの上上上ををを運運運転転転すすするるる場場場合合合にににははは安安安全全全ににに十十十分分分
ににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 積積積みみみ込込込みみみ登登登りりりはははバババッッックククででで、、、降降降ろろろすすす時時時にににははは前前前進進進
ででで運運運転転転しししてててくくくだだださささいいい。。。

• 積積積みみみ下下下ろろろししし作作作業業業中中中ののの急急急加加加速速速ややや急急急減減減速速速なななどどどははは転転転
倒倒倒なななどどどののの危危危険険険ををを大大大きききくくくすすするるるかかかららら避避避けけけるるる。。。

トトトレレレーーーラララののの選選選択択択

g229507

図図図 37

1. 幅広のランプ収納状態 3. H=地表から荷台床までの
高さ

2. トラックトレーラの荷台の高
さの少なくとも4倍程度の長
さの板を使用する

4. トレーラ

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
1. トレーラを使用する場合には、トレーラを牽引車両

に接続した後、安全チェーンを掛けてください。

2. トレーラにブレーキとライトが付いている場合に
は、それらも接続します。

3. ランプ板を下ろす図 37。
4. プラットホームを上げる。

重重重要要要積積積みみみ込込込みみみ時時時おおおよよよびびび積積積みみみ下下下ろろろししし時時時にににはははプププラララッッッ
トトトフフフォォォーーームムムををを上上上げげげててておおおいいいてててくくくだだださささいいい。。。

5. 登りはバックで。

g031405

図図図 38

1. 登りはバックで。 2. 下りは前進で。

6. マシンを停止させ、キーを抜き取る。

7. 前キャスタホイールまたは前フレームの穴と、
後部バンパーの穴を利用して、機体をロープや
チェーンなどで固定する図 39。ロープ掛けや積
荷固定については各地域の法令などに従って
ください。
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g407500

図図図 39

リリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーーののの
輸輸輸送送送
米国交通省および国際交通規制当局の定めにより、リ
チウムイオン電池の輸送に際しては特殊な梱包が義
務付けられており、また、その搬送には専用の機材
を使用することが求められております。米国内におい
ては、バッテリーをマシンに取り付けてバッテリー駆動
機械となったものについては、ほとんど規制なく搬送
を行うことができます。バッテリーや、バッテリーを搭
載した機械を搬送するに当たってどのような規制が存
在するかは、米国内の規制については米国交通省
へ、米国外においては各国や地域の所轄政府機関に
お問い合わせください。

バッテリーの輸送の詳細については、弊社正規代理
店におたずねください。

リリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー用用用ののの
充充充電電電器器器ののの使使使用用用にににつつついいいててて
充電器の標示やコードについては図 40を参照してく
ださい。

g355440

図図図 40

1. 電源コード 2. 出力コネクタとコード

電電電源源源へへへののの接接接続続続

危危危険険険
マママシシシンンンににに充充充電電電中中中ににに水水水ににに触触触れれれるるるととと感感感電電電しししててて人人人身身身事事事故故故
とととなななりりり、、、最最最悪悪悪ののの場場場合合合死死死亡亡亡すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。

• ぬぬぬれれれたたた手手手でででプププラララグググやややチチチャャャーーージジジャャャををを操操操作作作しししたたたりりり、、、
水水水たたたまままりりりににに立立立っっっててて操操操作作作しししななないいいこここととと。。。

• 雨雨雨ののの中中中やややぬぬぬれれれたたた状状状態態態でででバババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電ををを行行行
わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

感電事故を防止するため、このチャージャではアース
付き3又プラグタイプBを使用しています。付属のプラグ
がコンセントに合わない場合には、弊社正規代理店に
て適合するプラグをお求めください。

チャージャや電源コードを変えないでください。

重重重要要要電電電源源源コココーーードドドののの被被被覆覆覆ががが割割割れれれたたたりりり穴穴穴ががが開開開いいいたたたりりりしししててていいい
ななないいいかかか、、、定定定期期期的的的ににに点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。破破破損損損しししててていいいるるるコココーーー
ドドドををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。コココーーードドドををを水水水たたたまままりりりののの上上上やややぬぬぬ
れれれたたた芝芝芝生生生ののの上上上ににに置置置かかかななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 電源コードに付いているチャージャ用プラグを、
対応するチャージャの電源ソケットに接続する。
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警警警告告告
破破破損損損しししたたたコココーーードドドははは感感感電電電事事事故故故ややや火火火災災災ののの原原原因因因ととと
なななるるる。。。

チチチャャャーーージジジャャャををを使使使用用用すすするるる前前前ににに電電電源源源コココーーードドドををを十十十分分分
ににに点点点検検検すすするるるこここととと。。。コココーーードドドががが破破破損損損しししててていいいるるる場場場合合合
ははは、、、新新新しししいいいコココーーードドドががが入入入手手手ででできききるるるまままででで充充充電電電ををを
行行行わわわななないいいこここととと。。。

2. 電源コードに付いているコンセント用プラグを、
アース付きの電源コンセントに接続する。

リリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電

注注注意意意
トトトロロロ社社社ががが供供供給給給しししたたたバババッッッテテテリリリーーーチチチャャャーーージジジャャャ以以以外外外ののの
チチチャャャーーージジジャャャでででバババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるるととと、、、高高高熱熱熱ををを発発発生生生
しししたたたりりりすすするるるなななどどどしししててて製製製品品品ののの破破破損損損ややや施施施設設設ののの損損損傷傷傷、、、人人人
身身身事事事故故故なななどどどををを起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの充充充電電電にににははは Toro ががが提提提供供供しししたたた充充充電電電器器器
ををを使使使用用用すすするるるこここととと。。。

充充充電電電のののたたためめめののの推推推奨奨奨温温温度度度 0° - 45°C

重重重要要要充充充電電電ははは、、、推推推奨奨奨ささされれれたたた温温温度度度範範範囲囲囲ででで行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

注注注所定の動作範囲を外れた温度では充電器は正常に
機能しません。

1. マシンを、所定の充電場所に駐車する。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取る。

注注注充電時には、バッテリー遮断スイッチを ONに
しておく必要があります。

3. コネクタにごみやほこりが付着していないことを
確認する。

4. 充電器の出力コネクタをマシンの充電コネクタ
に接続する。

g355480

図図図 41

1. マシンのコネクタ 2. チャージャのコネクタ

5. 充電器の電源コードを電源に接続する。

6. インフォセンターの画面に、バッテリー充電中の
表示があることを確認する。

注注注 インフォセンターの画面には、充電量%と電
流値が表示されます。

残量の少ないバッテリーから先に充電が始まり、
充電量が等しくなると全部のバッテリーが同時に
充電されるようになります。

充電が完了すると、インフォセンターの棒グラフ
のタイル 10個が全部塗りつぶされます。

g356360

図図図 42

7. 十分な充電レベルに達したら、充電器のコネクタ
をマシンのコネクタから外す。

8. 破損防止のため、充電器のコネクタとコードを
収納します。

9. 機械を始動する。
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10. インフォセンターのディスプレイで充電レベルを
確認する。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

警警警告告告
マママシシシンンンやややそそそののの部部部品品品、、、アアアクククセセセサササリリリののの改改改変変変ははは機機機械械械ののの安安安
全全全性性性ややや制制制御御御性性性ををを損損損なななううう可可可能能能性性性がががああありりり、、、製製製品品品保保保証証証ががが
受受受けけけららられれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががあああるるる。。。Toro 社社社ののの許許許可可可ををを
受受受けけけずずずにににこここうううしししたたた改改改変変変ををを行行行っっったたたりりり、、、純純純正正正部部部品品品ををを使使使
用用用しししなななかかかっっったたたりりりすすするるるととと、、、死死死亡亡亡ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ののの原原原因因因ににになななるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

• 本本本機機機やややそそそののの部部部品品品、、、アアアクククセセセサササリリリなななどどど不不不正正正ななな改改改造造造
ををを加加加えええななないいいこここととと。。。

• 交交交換換換部部部品品品ははは必必必ずずず Toro ののの純純純正正正品品品ををを使使使用用用すすするるる
こここととと。。。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 調整、清掃、整備、車両を離れる前などには以
下を行ってください

– 平らな場所に駐車する。

– 走行装置と PTO を OFF にする。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– マシンを停止させ、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

– マシンの各部が冷えるのを待つ。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

• 駐車ブレーキは、頻繁に動作点検を行ってくださ
い。必要に応じてブレーキの整備を行ってください。

• 絶対に安全装置にいたずらをしないでください。安
全装置が適切に作動するかを定期的に点検して
ください。

• 油圧式や機械式ジャッキのみで機体を支えた状態
で機体の下に入らないでください必ずジャッキスタン
ドで確実に支えてから入ってください。

• ブレードを点検する時には安全に十分注意してくだ
さい。ブレードをウェスでくるむか、安全手袋をは
め、十分に注意して取り扱ってください。ブレードは
研磨または交換のみ行い、たたいて修復したり溶
接したりしないでください。

• 複数のブレードを持つ機械では、つのブレードを
回転させると他も回転する場合がありますから注意
してください。

• 高温になっている場所に手足を近づけないでくだ
さい。

• ボルトナット類、特にブレードアタッチメント固定
用のボルトにゆるみが出ないように維持点検して
ください。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 50 時間 • トランスミッション・オイルを交換する。

使用開始後最初の 100 時間 • ホイールナットのトルクを点検する。

使用するごとまたは毎日
• 安全インタロックシステムの動作を確認します。
• ブレードを点検する。
• 刈り込みデッキの裏側の清掃

50運転時間ごと • タイヤ空気圧を点検する。

500運転時間ごと
• キャスタピボットベアリングの調整を行う。
• トランスミッション・オイルを交換する。

長期保管前
• 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をする。
• 格納保管前に、すべての整備項目を実施する。

1年ごと

• クッションのノブに、固着防止コンパウンドを塗りつける。
• 前キャスタのピボットのグリスアップを行なう（悪条件下で使用している場合には
より頻繁に）。

• キャスタホイールのハブを潤滑する。
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

内内内部部部ののの機機機器器器へへへのののアアアクククセセセススス
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと—クッションのノブに、固着防止コン

パウンドを塗りつける。

整備や調整作業を行うためにアクセスが必要な場合に
は、クッションを取り外すことができます。

1. プラットホームを下げる。

2. マシン両側のツイストノブをゆるめる。

g375719

図図図 43

1. ツイストノブ 2. クッション

3. プラットホームにクッションを置く。

4. 後アクセスカバーを取り外す。

g377627

図図図 44

5. 必要な整備作業や調整作業を行う。

6. 後アクセスカバーを取り付ける。

7. クッションを上げ、機体両側のピンに取り付ける。

8. ツイストノブを締め付ける。

潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう
リチウム系汎用2号グリスまたはモリブデン系のグリス
を使用します。

1. ブレードコントロールスイッチPTOを切り、走行コ
ントロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. グリスニップルをウェスできれいに拭く。

注注注 ニップルにペンキが付着している場合には、
必ず落としておく。

4. ニップルにグリスガンを接続する。

5. グリスがベアリングからはみ出てくるまで注入す
る。

6. はみ出したグリスはふき取る。

前前前キキキャャャスススタタタのののピピピボボボッッットトトのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと

グググリリリスススのののタタタイイイプププリチウム系またはモリブデン系グリス

1. ダストキャップを外してキャスタピボットを調整
する キャスタピボットベアリングの調整 (ページ
34)を参照。
注注注 グリスアップ作業が終了するまでダストキャッ
プは外しておく。

2. 六角プラグを外す。

3. グリスフィッティング1/4" –28 テーパねじを取り
付ける。

4. フィッティングからグリスを注入するベアリング上
部からグリスがはみ出てくるまで入れる。

5. グリスフィッティングを穴から取り外す。

6. 六角プラグとキャップを取り付ける。

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルのののハハハブブブののの潤潤潤
滑滑滑
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと

グググリリリスススのののタタタイイイプププリチウム系またはモリブデン系グリス

1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント
ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. キャスタフォークからキャスタホイールを外す。

4. ホイールのハブからシールガードを外す。
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g006115

図図図 45

1. シールガード 2. スペーサナットとレンチ対
応面

5. キャスターホイールのアクスルアセンブリについて
いるスペーサナット1個を外す。

注注注 スペーサをアクスルに固定するためにロッキン
グコンパウンドを使用しています。

6. ホイールアセンブリからアクスルを取り外すもう一
個のスペーサナットは、まだついたままで。

7. シールを外してベアリングの磨耗状態を点検し、
必要に応じてベアリングを交換する。

8. ベアリングに汎用グリスを詰める。

9. ホイールにベアリング1個と新しいシール1枚を
入れる。

注注注 シールは必ず交換してください。

10. アクスルアセンブリのスペーサナットを両方とも
外したまたは壊れていた、ゆるんでいた場合、1
つのスペーサナットにロッキングコンパウンドを塗
り、レンチを当てる面が外側を向くようにしてア
クスルに取り付ける。

注注注 ただし、アクスルの一番奥までスペーサナット
をねじ込んでしまわないこと。スペーサナットの外
面から、ナット内部に見えるアクスルの端部まで
の距離が3 mm程度残るように取り付けること。

11. 組み付けの終わったナットとアクスルをホイール
に取り付け、新しいシールとベアリングが側面
に見えるようにする。

12. ホイールの開口端が上を向いた状態で、ホイー
ルの内側アクスルとのすきまに汎用グリスを詰
める。

13. ホイールに2つ目のベアリングと新しいシールを
取り付ける。

14. もう1つのスペーサナットにもロッキングコンパウン
ドを塗り、レンチを当てる面が外側を向くようにし
てアクスルに取り付ける。

15. ナットを 8-9 N·m0.8-0.9 kg.m = 71-80 in-lbにトル
ク締めし、一度ゆるめてから、今度は 2-3 N·m
0.23-0.29 kg.m = 20-25 in-lbにトルク締めする。

注注注 どちらのナットからもアクスルが飛び出してい
ないことが必要である。

16. ホイールハブの上からシールガードを取り付け、
キャスタフォークにホイールを入れる。

17. キャスタボルトを通し、ナットを完全に締め付け
る。

重重重要要要 シシシーーールルルやややベベベアアアリリリンンングググををを破破破損損損さささせせせななないいいたたためめめににに、、、
時時時々々々、、、キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルををを手手手ででで回回回転転転さささせせせてててベベベアアアリリリンンングググををを
点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。ホホホイイイーーールルルががが自自自由由由ににに回回回らららななないいいこここととと1-2
回回回転転転ででで止止止まままるるるのののががが適適適正正正、、、まままたたた、、、横横横方方方向向向のののガガガタタタがががななないいい
ここことととががが必必必要要要ででですすす。。。ホホホイイイーーールルルががが自自自由由由ににに回回回転転転すすするるる場場場合合合ににに
ははは、、、わわわずずずかかかななな抵抵抵抗抗抗ががが出出出るるるよよようううにににスススペペペーーーサササのののトトトルルルクククををを調調調
整整整しししてててかかかららら、、、ねねねじじじ山山山にににロロロッッッキキキンンングググコココンンンパパパウウウンンンドドドををを塗塗塗布布布
しししてててくくくだだださささいいい。。。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーー遮遮遮断断断スススイイイッッッチチチののの使使使
用用用方方方法法法
1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント

ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. 充電器が接続されている場合は外す。

4. バッテリー遮断スイッチを ON または OFF位置
にする。

g374778

図図図 46

1. スイッチを OFF位置にして
マシンの電源を遮断する。

2. スイッチを ON位置にして
マシンの電源を接続する。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
注注注 マシンはリチウムイオンバッテリーを8本搭載して
います。

リチウムイオンバッテリーは、国や地域の法令に従って
廃棄やりサイクルを行ってください。万一バッテリーに
問題が発生したり検査の必要が生じた場合には、弊
社正規代理店にご相談ください。

バッテリーを開けないでください。万一バッテリーに
不具合が発生した場合には、弊社正規代理店にご
相談ください。

リリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーーののの
保保保守守守

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーにににははは高高高電電電圧圧圧部部部がががああありりり、、、こここれれれににに触触触れれれるるるととと
感感感電電電やややけけけどどどなななどどどををを負負負ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーををを開開開けけけななないいいこここととと。。。

• 万万万一一一ケケケーーースススががが割割割れれれたたた場場場合合合にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーののの
取取取りりり扱扱扱いいいににに細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払うううこここととと。。。

• バババッッッテテテリリリーーーパパパッッックククののの充充充電電電ははは必必必ずずず専専専用用用のののチチチャャャーーー
ジジジャャャででで行行行うううこここととと。。。

リチウムイオンバッテリーは、所定の仕事を行うことの
できる十分な電力の蓄積を、製品寿命の最後まで行え
るように作られています。

バッテリーの寿命を最大限に延ばして十分な利用がで
きるよう、以下の注意点をお守りください。

• バッテリーを開けないでください。

• マシンの駐車・格納は、汚れていない乾燥した場所
で、直直直射射射日日日光光光ややや熱熱熱源源源、、、雨雨雨ややや湿湿湿気気気ををを避避避けけけててて行行行っっってててくくくだだだ
さささいいい。。。で指定された温度範囲を超えるような場所で
保管しないでください。バッテリーの長期保管処理
(ページ 43)こここののの範範範囲囲囲外外外ののの温温温度度度でででははは、、、バババッッッテテテリリリーーーががが
破破破損損損しししままますすす。。。保管中の高温、特に高充電状態で高
温にさらされると、バッテリーの寿命が低下します。

• マシンを使用しない期間が 10日間を超える場合に
は、直射日光のあたらない乾燥した涼しい場所で
雨や湿気を避けてマシンを格納してください。

• 高温下や強い直射日光の下で刈り込みを行うとバッ
テリーがオーバーヒートする可能性があります。
その場合、インフォセンターに高温警告が表示さ
れ、カッティングユニットが解除され、マシンの速
度が低下します。

このような状態になったら、直ちにマシンを直射日
光の当たらない場所に移動させ、バッテリーが十分
冷えるまで待ってください。

• 刈り込みブレードを鋭利に維持してください。刃の
切れが悪いとリールを回転させるために余分な力
が必要になり、1回の充電でできる仕事の量が少
なくなります。

• 必要な時以外はライトを使わないでください。

バババッッッテテテリリリーーーチチチャャャーーージジジャャャののの保保保守守守
整整整備備備
重重重要要要 電電電気気気修修修理理理はははすすすべべべててて弊弊弊社社社正正正規規規代代代理理理店店店にににおおお任任任せせせくくく
だだださささいいい。。。

充電器を乱暴に扱ったり、風雨にさらしたりしないでくだ
さい。それ以外にできる整備はほとんどありません。

• 充電器のケースとコードを使用後、軽く湿らせた布
できれいに拭いてください。
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注注注 端子についている誘電グリスは除去しないで
ください。

• 清掃後のコードは輪にして保管してください。

• コードが損傷していないか定期的に点検し、交換
が必要な時はToroの承認する製品を入手してくだ
さい。

ヒヒヒュュューーーズズズののの搭搭搭載載載位位位置置置
機械の電気回路を保護するためにヒューズを使用して
いますが、保守作業は特に必要ありません。ヒュー
ズの試験方法や整備方法についてはサービスマニュ
アルを参照してください。

マシン後部のクッションを解放して後部アクセスカバー
を外してヒューズにアクセスします。

g378081

図図図 47

1. ヒューズ200 A

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと/毎月 いずれか早く到達し

た方

後のタイヤの空気圧を 0.83-0.97 bar0.91-0.98 kg/cm²
= 12-14 psiに調整して運転してください。

重重重要要要 タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧がががそそそろろろっっっててていいいななないいいととと、、、刈刈刈りりり上上上がががりりりももも
そそそろろろわわわなななくくくなななりりりままますすす。。。

注注注前タイヤはセミニューマチックタイヤですので、空気
圧の管理は必要ありません。

g001055

図図図 48
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キキキャャャスススタタタピピピボボボッッットトトベベベアアアリリリンンングググののの
調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到

達した方

1. ブレードコントロールスイッチPTOを切り、走行コ
ントロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. キャスタについているダストキャップを取り外す。

4. スプリングワッシャが平たくつぶれるまでロック
ナットを締め付け、その位置から 1/4回転もどす
と、ベアリングに対して適切な予負荷がかかる。

重重重要要要 スススプププリリリンンングググワワワッッッシシシャャャががが正正正しししくくく入入入っっっててていいいるるるここことととををを
確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

5. ダストキャップを取り付ける。

g001297

図図図 49

1. スプリングワッシャ 3. ダストキャップ

2. ロックナット

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググ
ののの整整整備備備
キャスタホイールはスパナブッシュに取り付けられた
ローラベアリングに支持されて回転します。ベアリング
の潤滑を適正に行なえば磨耗を最小限に抑えることが
できます。ベアリングの潤滑を適正に行なわないとベア
リングは急激に磨耗します。キャスタがガタつく場合に
はベアリングの磨耗が疑われます。

1. ブレードコントロールスイッチPTOを切り、走行コ
ントロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. キャスタホイールをキャスタフォークに固定してい
るロックナットとホイールボルトを外す。

g009453

図図図 50

1. ロックナット 4. ローラベアリング

2. ブッシュ 5. キャスタホイール

3. スパンナブッシュ 6. ホイールボルト

4. ブッシュを1つ外し、次にスパンナブッシュとロー
ラベアリングをホイールハブから抜き出す。

5. ホイールハブからもう1つのブッシュを取り出し、
ハブについているグリスや汚れを落とす。

6. ローラベアリング、ブッシュ、スパンナブッシュ、
およびホイールハブの内側の磨耗状態を点検
する。

注注注破損・摩耗しているパーツは交換する。

7. ホイールハブにブッシュ1つを入れる。

8. ローラベアリングとスパナブッシュにグリスを塗り
つけて、ハブに通す。

9. ホイールハブに残りのブッシュ1つを入れる。

10. キャスタホイールをキャスタフォークに取り付け、
ホイールボルトとロックナットで固定する。
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11. スパンナブッシュがキャスタフォークの一番奥に当
たるまでロックナットを締め付ける。

12. キャスタホイールのグリスニップルからグリスを
注入する。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククののの点点点検検検
ををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 100時間—ホイールナッ

トのトルクを点検する。

ホイールナットを 75-88 N·m7.7-8.9 kg.m=55-65 ft-lbに
トルク締めする。

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンン・・・オオオイイイルルルののの交交交
換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

500運転時間ごと

オオオイイイルルルののの種種種類類類 Toro合成電気モータ用駆動オイル

オオオイイイルルルののの量量量 150 mL
1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント

ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. タイヤを外す。

g380066

図図図 51

4. トランスミッションの下にオイルを受ける容器を
おく。

5. 上プラグと下プラグを外す。オイルが排出され
るのを待つ。

g380054

図図図 52

6. 下プラグを取り付け、78 N·m0.71-0.81
kg.m=62-70 in-lbにトルク締めする。

7. サイドプラグを外す。

8. 冒頭記載の量のオイルを、上部穴から、サイド
プラグの穴の高さまで入れる。

g380053

図図図 53

9. 上プラグとサイドプラグを取り付ける。各プラグ
を、7-8 N·m0.71-0.81 kg.m = 62-70 in-lb にトル
ク締めする。

10. 外してあったタイヤを取り付けて、ラグナットを
75-88 N·m7.7-8.9 kg.m = 55-65 ft-lbにトルク締
めする。

11. もう一方のトランスミッションにも同じ作業をする。

35
 



制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

レレレバババーーーのののキキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン
注注注 インフォセンターには一度に 2 つの項目しか表示
されませんが、以下の場合は図のように全メニュー
を表示します。

1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント
ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. 保護メニューにアクセスする アクセス制限付きメ
ニューへのアクセス (ページ 14)を参照。

3. メインメニューから下へスクロールして整備メ
ニューに入り、 ボタンを押す。

g376300

図図図 54

4. 整備メニューで、下へスクロールしていくとレバー
のキャリブレーションメニューがあり、ここで ボ
タンを押す。

g431309

図図図 55

5. 画面の指示に従って進む。各ステップの最後

に ボタンを押し、キャリブレーションを終了した
ら終了ボタンを押す。

画画画面面面 操操操作作作

ボタンを押す

左コントロールレバーを 前進

一杯にした状態で ボタンを
押す。

画画画面面面 操操操作作作

左コントロールレバーを 後退

一杯にした状態で ボタンを
押す。

左コントロールレバーを ニュー

トラルにした状態で ボタン
を押す。

右コントロールレバーを 前進

一杯にした状態で ボタンを
押す。

右コントロールレバーを 後退

一杯にした状態で ボタンを
押す。

右コントロールレバーを ニュー

トラルにした状態で ボタン
を押す。

ボタンを押す

6. キャリブレーションが完了、終了、または失敗し
た場合は、マシンをシャットオフしてから起動しま
す画面がクリアされます。

g377652

図図図 56
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トトトラララッッッキキキンンングググののの調調調整整整
左右の走行コントロールレバーを同じ量だけ前方に押し
ているのにマシンが直進しない場合には、以下の手順
でトラッキングを調整してください。

注注注 インフォセンターには一度に 2 つの項目しか表示
されませんが、以下の場合は図のように全メニュー
を表示します。

1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント
ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. メインメニューから下へスクロールして整備メ
ニューに入り、 ボタンを押す。

g376300

図図図 57

3. 整備メニューで、下へスクロールしていくとトラッ
キングメニューがあり、ここで ボタンを押す。

g431340

図図図 58

4. トラッキングを左または右に調整する。

注注注 トラッキングを左に調整するとマシンは左方向
にずれるようになり、右に調整すると右方向にず
れるするようになります。

g377650

図図図 59

5. ボタンを押す

走走走行行行コココンンントトトロロローーールルルレレレバババーーーののの調調調整整整
左右のコントロールレバーが一直線にそろっていない場
合には、コントロールレバーを調整します。

1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント
ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. バッテリー遮断スイッチを OFF にする。

4. 左右の走行コントロールレバーを、駐車位置に
セットする。

g376309

図図図 60

1. 左側走行コントロールレ
バー

3. ここで水平の整列状態を
点検

2. 右側コントロールレバーが
駐車位置

4. 右側走行コントロールレ
バー

5. 前側または後側の基準バーを基準にして、左右
のレバーの水平方向の位置関係を点検する。

注注注高さが揃っていない場合は、ステップ6でずれ
ているレバーのカムを調整します。

6. マシン後部のクッションを解放して後部アクセスカ
バーを外す。

7. カムを固定しているボルトをゆるめる。

g377041

図図図 61
図は左側カム

1. カム 2. ボルト
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8. 調整カムでレバーを前または後の基準バーと同じ
高さに調整し、カムを元通りに固定する。

注注注 カムを右に回すとレバーが下がり、左に回す
とレバーが上がります。

重重重要要要 カカカムムムののの平平平たたたいいい部部部分分分ががが縦縦縦位位位置置置右右右まままたたたははは左左左ををを
越越越えええななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。越越越えええるるるとととスススイイイッッッチチチををを
破破破損損損さささせせせるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

9. 後アクセスカバーとクッションを元通りに取り付
ける。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの保保保守守守

ブブブレレレーーードドドののの整整整備備備
ブレード刃を鋭利にしておくと、いつも質の良い刈り上
がりとなります。2本のブレードを用意して交互に使
用すると便利です。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ややや整整整備備備にににかかかかかかるるる前前前ににに
1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント

ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. 充電器が接続されている場合は外す。

4. バッテリー遮断スイッチを OFF にする。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 刃先を点検する。

2. 刃先部分が鋭利でなかったり、打ち傷がある場
合には、ブレードを外して研磨する ブレードの研
磨 (ページ 39)を参照。

3. ブレードを点検、特に立ち上がりの湾曲部をてい
ねいに点検する。

4. 破損、磨耗、割れの発生などがあれば、直ち
に新しいブレードに交換する。

g006530

図図図 62

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 立ち上がり部分 4. ひび
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ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる

警警警告告告
曲曲曲がががっっったたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、回回回転転転中中中ににに
ちちちぎぎぎれれれててて飛飛飛びびび出出出すすす場場場合合合がががああありりり、、、こここれれれががが起起起こここるるるととと最最最
悪悪悪ののの場場場合合合にににははは死死死亡亡亡事事事故故故とととなななるるる。。。

• 曲曲曲がががっっったたたりりり破破破損損損しししたたたりりりしししたたたブブブレレレーーードドドははは、、、必必必ずずず新新新
しししいいいももものののににに交交交換換換すすするるる。。。

• ブブブレレレーーードドドののの表表表面面面ややや縁縁縁にににヤヤヤスススリリリなななどどどででで鋭鋭鋭利利利ななな溝溝溝ををを
作作作っっったたたりりりしししななないいいこここととと。。。

1. ブレードが前後方向を指すように回転させる。

2. 平らな床面から刃先までの高さを測るブレードの
A 位置まで測る。

g000975

図図図 63

1. ここ平らな床面からブレー
ドの刃先までの高さを測る

2. A の位置

3. ブレードを半回転させてもう一方の刃先を前に
向ける。

4. 同じ位置で上記2と同じ要領で平らな床面からブ
レードの刃先までの高さを測る。

注注注 上記手順2と3で記録した2つの測定値が 3
mmの差の中に収まっていれば適正である。

注注注 差が3 mm よりも大きい場合にはブレードを
交換する。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外ししし
ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れていな
い、磨耗した、曲がったなどの場合には新しいものと
交換する必要があります。

1. ブレードリテーナの平たい部分にレンチを当てる
か、丈夫な手袋やウェスなどでブレードを握る。

2. スピンドルのシャフトからブレードボルト、ワッ
シャ、ブレードを取り外す。

g376322

図図図 64

1. ブレードリテーナ 3. ワッシャ

2. ブレード 4. ブレードボルト

ブブブレレレーーードドドののの研研研磨磨磨
1. ブレードは、両端部の刃先をやすりで磨く。

注注注刃先の角度を変えないように注意すること。

注注注 左右を同じだけ削るようにすればバランスが
狂わない。

g000552

図図図 65

1. この角度を変えないように研磨すること。

2. ブレードバランサーを使ってバランスを調べる。

注注注 ブレードが水平に停止すればバランスがとれ
ているからそのまま使用してよい。もし傾くような
ら、重い方のセイル部を少し削って調整します。

g000553

図図図 66

1. ブレード 2. バランサー

3. バランスがとれるまで調整する。
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ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり付付付けけけ

警警警告告告
ブブブレレレーーードドドアアアセセセンンンブブブリリリののの取取取りりり付付付けけけががが不不不適適適切切切だだだっっったたたりりり、、、
純純純正正正のののブブブレレレーーードドドやややブブブレレレーーードドド金金金具具具ををを使使使用用用しししなななかかかっっったたたりりり
すすするるるととと、、、ブブブレレレーーードドドやややブブブレレレーーードドド関関関連連連部部部品品品がががデデデッッッキキキののの下下下
かかかららら飛飛飛びびび出出出しししててて死死死亡亡亡事事事故故故ををを含含含むむむ重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ををを
引引引ききき起起起こここすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

必必必ずずず、、、Toro純純純正正正のののブブブレレレーーードドドととと部部部品品品ををを、、、説説説明明明書書書ににに
従従従っっっててて使使使用用用すすするるるこここととと。。。

1. ブレードをシャフトに取り付ける。

注注注 ワッシャの凸面が図のように下向きなるよう
に取り付けてください。

g376321

図図図 67

1. ブレードリテーナ 3. ワッシャ

2. ブレード 4. ブレードボルト

2. スピンドルシャフトの平たい部分にレンチを当て
て、ブレードボルトを 75-81 N∙m7.7-8.3 kg.m
55-60 ft-lbにトルク締めする。

デデデッッッキキキののの水水水平平平調調調整整整

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

デッキを取り付けた直後や、刈り上がりが揃っていな
いときには、デッキが水平に取り付けられているかど
うかを点検してください。

デッキの前後の調整を行う前に、左右の水平調整を
行ってください。

1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント
ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. 充電器が接続されている場合は外す。

4. バッテリー遮断スイッチを OFF にする。

5. 左右両方の駆動輪のタイヤ空気圧を点検する タ
イヤ空気圧を点検する (ページ 33)を参照。

6. デッキの水平調整を行う前に、ブレードが曲がっ
ていないか点検してください曲がっているブレード
は交換してください ブレードの整備 (ページ 38)を
参照。

7. 刈り込みデッキを 76 mmの刈高に下げる。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの左左左右右右ののの高高高さささ点点点検検検
1. 後タイヤ空気圧を調整する。

2. 刈り込みデッキの傾斜を最小に設定する;刈り込
みデッキの傾きの調整 (ページ 21)を参照。

3. ブレードに曲がりが発生していないことを確認す
る ブレードの整備 (ページ 38)を参照。

4. ブレードを左右方向に向ける。

5. B位置と C位置で、水平な床面から刃先までの
距離を測る。

g006888

図図図 68

1. 水平な床面から測る 2. ブレードの高さをB と Cで
測定する

6. B位置での測定値とC位置での測定値の差が 6
mm以内であれば適正とする。

注注注適正でない場合には刈り込みデッキの左右の
高さ調整 (ページ 40)を参照。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの左左左右右右ののの高高高さささ調調調整整整
1. 調整したい側のヨークのサイドナットとジャムナット

をゆるめる。
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g407498

図図図 69

1. 上ボルト 4. サイドナット

2. ジャムナット 5. デッキの右側を調整したい
場合はこれらのヨークを調
整する。

3. ヨーク 6. デッキの左側を調整したい
場合はこれらのヨークを調
整する。

2. ヨーク上部にあるボルトを回して刈り込みデッキの
高さを調整する。

注注注 ボルトを右に回すとデッキが上昇し、左へ回
すと下降します。

3. 調整ができたらジャムナットとサイドボルトを締
める。

4. 左右の高さを点検する 刈り込みデッキの左右の
高さ点検 (ページ 40)を参照。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの前前前後後後ピピピッッッチチチ
1. 後のタイヤの空気圧を適正圧に調整する。

2. 刈り込みデッキの傾斜を最小に設定する;刈り込
みデッキの傾きの調整 (ページ 21)を参照。

3. マシンを水平な床に置いた状態で、ブレードのう
ちの1枚を前後方向に向ける。

4. A位置と B位置で、水平な床面から刃先までの
距離を測る。

注注注前部 A位置でのブレード高さが後部 B位置で
の高さよりも 6 mm低ければ適正である。

g001041

図図図 70

1. ブレードの高さをA位置と
B位置で測定する

2. 水平な床面から測る

5. 他のブレードを前後方向に向け、同じように測
定する。

6. 前後のピッチが規定どおりでない場合には刈り込
みデッキの前後の高さ調整 (ページ 41)を参照。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの前前前後後後ののの高高高さささ調調調整整整
1. 調整したいデッキのヨークのジャムナットとサイド

ナットをゆるめる。

g407497

図図図 71

1. 上ボルト 4. サイドナット

2. ジャムナット 5. デッキの前側を調整したい
場合はこれらのヨークを調
整する。

3. ヨーク 6. デッキの後側を調整したい
場合はこれらのヨークを調
整する。

2. ヨーク上部にあるボルトを回して刈り込みデッキの
高さを調整する。
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注注注 ボルトを右に回すとデッキが上昇し、左へ回
すと下降します。

3. 調整ができたらジャムナットとサイドボルトを締
める。

4. 前後のピッチを点検する 刈り込みデッキの前後
ピッチ (ページ 41)を参照。

刈刈刈高高高のののマママッッッチチチンンングググををを行行行ううう
1. 後タイヤの空気圧を点検する。

2. 刈高を 76 mm にセットする。

3. マシンを水平な床に置いた状態で、ブレードのう
ちの1枚を前後方向に向ける。

4. A位置で、平らな床面からブレードの刃先までの
高さを測る。

注注注 この高さが 76 mmであれば適正である。

g000975

図図図 72

1. 水平な床面から測る 2. ブレードの高さをA位置で
測定する

5. 測定値が適正でない場合には、調整すべきヨー
ク 2つを探し出す。

6. ヨークのサイドナットとジャムナットをゆるめる。

7. 調整ボルトを回してブレードの刃先が 76 mm に
なるように調整する。

8. 調整ができたらジャムナットとサイドボルトを締
める。

デデデッッッキキキ昇昇昇降降降スススプププリリリンンングググののの調調調整整整
注注注 このスプリングの長さを調整することにより、刈高
レバーを使用するときにデッキを持ち上げるのに必要
となる力が変わります。

• スプリングを伸ばすと、持ち上げに必要な力が少
なくて済むようになり、デッキのフローティングが大
きくなります。

• スプリングの伸びを短くすると、持ち上げに必要な
力が多く必要になり、デッキのフローティングが小
さくなります。

1. 刈高レバーを上げて移動走行位置にロックする。

2. スプリングのナットとホイール取り付けブラケット
後部との間の距離が 41 mm になっていること
を確認する。

3. 調整が必要な場合は、ブラケットの前側にある調
整ボルトを使用する。

g377366

図図図 73

1. デッキ昇降スプリング 4. 調整ナット

2. スプリングナット 5. 長さ41 mm
3. 取り付けブラケットの後ろ側
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洗洗洗浄浄浄

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの裏裏裏側側側ののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

デッキの裏側にたまった刈りかすは毎日取り除いてく
ださい。

重重重要要要 マママシシシンンンののの清清清掃掃掃にににははは水水水ををを使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。水水水
ををを使使使うううとととモモモーーータタターーーなななどどどののの電電電気気気系系系機機機器器器ががが損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性
がががああありりりままますすす。。。清清清掃掃掃にににははは圧圧圧縮縮縮空空空気気気ををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告
圧圧圧縮縮縮空空空気気気ののの不不不適適適切切切ななな使使使用用用ははは、、、重重重大大大ななな怪怪怪我我我にににつつつ
ななながががるるる。。。

• 保保保護護護めめめがががねねね、、、聴聴聴力力力保保保護護護具具具、、、防防防塵塵塵マママスススクククなななどどどののの
適適適切切切ななな身身身体体体保保保護護護具具具ををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

• 圧圧圧縮縮縮空空空気気気ののの吹吹吹ききき出出出ししし口口口ををを自自自分分分ややや他他他人人人ににに向向向けけけ
ななないいいこここととと。。。

• エエエアアアコココンンンプププレレレッッッサササーーーメメメーーーカカカーーーののの説説説明明明書書書ををを参参参照照照ししし
ててて正正正しししいいい操操操作作作ととと安安安全全全確確確保保保ををを行行行うううこここととと。。。

1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント
ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. バッテリー遮断スイッチを OFF にする。

4. マシンの前端を持ち上げてジャッキスタンドで刈り
込みデッキを支える。

5. 圧縮空気で機体を洗浄する。

廃廃廃材材材ののの処処処分分分
エンジンオイル、バッテリー、油圧オイル、冷却液は
環境汚染物質です。これらの物質は、それぞれの地
区の法律などに従って適切に処分してください。

保保保管管管
洗洗洗浄浄浄ととと格格格納納納保保保管管管
整整整備備備間間間隔隔隔: 長期保管前

長期保管前

1. 平らな場所に停車し、PTO を切り、走行コント
ロールレバーを開いて駐車位置にする。

2. マシンを停止させ、キーを抜き取り、各部が完全
に停止したのを確認して運転位置を離れる。

3. 圧縮空気を使って、機体各部に付着している泥
や刈りかすをきれいに落とす。

重重重要要要水水水ででで洗洗洗浄浄浄しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタターーーなななどどどののの
電電電気気気部部部品品品ををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. ブレーキを点検する 駐車位置 (ページ 11)を参
照。

5. 機体グリスアップを行う潤滑 (ページ 30)を参照。
6. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す

る (ページ 33)を参照。
7. 各ボルト類の締め付けを確認する。破損したり摩
耗したりしたパーツを交換する。

8. 機体の塗装がはげていればタッチアップ修理をす
る ペイントは代理店から入手することができる。

9. 汚れていない乾燥した場所で保管する。キーは
必ず抜き取って別途保管する。機体にはカバー
を掛けておく。

10. 格納期間が長期にわたる場合は、バッテリーの
長期保管処理を行う バッテリーの長期保管処
理 (ページ 43)を参照。

バババッッッテテテリリリーーーののの長長長期期期保保保管管管処処処理理理
注注注バッテリーは機体から取り外さずに保管することが
できます。

以下の表に従って、保管場所の温度に合わせた保管
を行ってください。

保保保管管管場場場所所所ののの温温温度度度条条条件件件

保保保管管管温温温度度度 適適適正正正保保保管管管期期期間間間

45° – 55°C 1 週間

25° – 45°C 3 週間

-20° – 25°C 52 週間

重重重要要要 こここののの範範範囲囲囲外外外ののの温温温度度度でででははは、、、バババッッッテテテリリリーーーににに問問問題題題ががが発発発
生生生しししままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを保保保存存存すすするるる場場場所所所ののの気気気温温温はははバババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿
命命命ににに影影影響響響しししままますすす。。。非非非常常常ににに気気気温温温ののの高高高いいいとととここころろろににに長長長期期期間間間
格格格納納納すすするるるととと、、、バババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿命命命ががが短短短くくくなななりりりままますすす。。。室室室温温温
ががが 25℃℃℃ををを超超超えええるるる場場場合合合ははは、、、表表表ににに示示示しししたたた適適適正正正期期期間間間ををを超超超えええ
ててて保保保管管管しししななないいいてててくくくだだださささいいい。。。
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• 格納前にバッテリーの充電状態を 40% - 60%
(54.3V - 57.3V) に調整してください。

注注注充電状態 50%の時がバッテリー寿命を最も延
長できます。満充電 100% で保管するとバッテリー
の寿命は短くなります。

長期間にわたって格納する場合には 60%程度まで
充電しておいてください。

• そして6ヶ月ごとにバッテリーをチェックして、充電
残量を 40% - 60% に維持してください。残量が
40% 未満になっていたら、40% 60% まで充電
してください。

• バッテリーの残量確認は、マシンがOFFの状態で
マルチメータを使用して行います。マルチメータの
読み値と以下の表から残量を決定します

電電電圧圧圧 充充充電電電残残残量量量

57.3V 60%

55.4V 50%

54.3V 40%

• 充電が終了したら、バッテリーチャージャを電源か
ら切り離してください。格納中は、放電を最小限に
抑えるために電源コネクタを外しておいてください。

• チャージャを電源から切り離さず、マシンに接続し
たままにすると、バッテリーが満充電された時点
でチャージャの電源が切れ、再接続しないと次の
充電は行われません。

チチチャャャーーージジジャャャののの保保保管管管
1. マシンへの通電をOFFにする;バッテリー遮断ス

イッチの使用方法 (ページ 32)を参照。
2. チャージャを電源から切り離し、電気コードを確
実に巻き取る。

3. 電源コードに傷や危険な摩耗がないか点検す
る。破損や摩耗があれば交換する。

4. チャージャに傷や危険な摩耗やパーツのゆるみが
ないか点検する修理や交換が必要と思われる場
合には、トロの正規代理店に依頼してください。

5. チャージャと電源コードを共に、よごれていない
乾燥した場所壊されたり薬品などに侵されたりす
る危険のない場所で保管する。
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故故故障障障探探探究究究
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブレードが曲がっているバランスが悪
い。

1. ブレードを交換する。

2. ブレード取り付けボルトがゆるい。 2. 取り付けボルトを締め付ける。

異常に振動する。

3. ブレードスピンドルが曲がっている。 3. 代理店に連絡する。

1. 刃先が鋭利でない。 1. ブレードを研磨する。

2. ブレードが曲がっている。 2. 新しいブレードを取り付ける。

3. 刈り込みデッキの水平調整が悪い。 3. デッキの左右を水平に調整する。

4. 刈り込みデッキのピッチが適正でない。 4. デッキの前後ピッチを調整する。

5. デッキの内側が汚れている。 5. 清掃する。

6. タイヤ空気圧の調整不良。 6. タイヤ空気圧を調整します。

刈高が不均一になる。

7. ブレードスピンドルが曲がっている。 7. 代理店に連絡する。

1. 安全インタロックシステムが働いてい
る。

1. 代理店に連絡する。ブレードが回転しない。

2. PTO スイッチが故障している。 2. 代理店に連絡する。

バババッッッテテテリリリーーーチチチャャャーーージジジャャャのののエエエラララーーーコココーーードドド
図 74のように、バッテリー充電器のエラーコードはマシンのインフォセンターに表示されます。

• SPN: 容疑パラメータ番号

• FMI: 不具合モードインジケータ

• OC: 発生回数

g377956

図図図 74

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

SPN 4992, FMI 16 または FMI 3 1. バッテリー高電圧 1. バッテリーの電圧が正しいこと、ケー
ブルが確実に接続されていることを確
認バッテリーの状態が正常であること
を確認する。

SPN 4990, FMI 31 1. BMS またはバッテリーの不具合を感知 1. 代理店に連絡する。

SPN 520196, FMI 16 1. バッテリーがアンペア時制限を超過 1. 可能性としてバッテリーの劣化、放電
程度が非常に大きい、接続の不完全、
寄生負荷の存在などが考えられる。可
能な対策バッテリーを交換する。DC側
の接続を点検する。寄生負荷を発見し
て除去する。このエラーは、DCサイク
ルを完了させてチャージャがリセットされ
るとクリアされる。

SPN 4992, FMI 4 1. 極性が逆になっている。 1. バッテリーとチャージャとの接続が正しく
ない。接続を点検して修正する。

SPN 520193, FMI 3 1. AC電圧が高すぎる> AC 270 V 1. 安定している AC 電源AC 85-270 V /
45-65 Hzにチャージャを接続する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

SPN 524032, FMI 3 1. チャージャの初期化失敗。 1. チャージャが正常に起動しなかった。
AC接続およびバッテリーとの接続を外
し、30秒間まってから再接続する。

SPN 520193, FMI4 1. AC 低電圧発振 1. AC 電源が不安定発電機が小さすぎ
る、AC電源とチャージャを結ぶ電源線
が細すぎるなど。安定している AC電
源AC 85-270 V / 45-65 Hzにチャージャ
を接続する。

SPN 524033, FMI 31 1. 再プログラミング失敗 1. ソフトウェアの更新失敗またはスクリプト
の実行失敗。新しいソフトウェアが正しく
インストールされていることを確認する。

SPN 524035 または SPN 524042, FMI 31 1. バッテリーとの通信エラー 1. バッテリーへの通信線が正しく接続され
ていることを確認する。

SPN 524035 または SPN 524042, FMI 9 1. バッテリーとの通信エラー 1. バッテリーへの通信線が正しく接続され
ていることを確認する。

バババッッッテテテリリリーーーチチチャャャーーージジジャャャののの不不不具具具合合合コココーーードドド
問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

SPN 524160, FMI 31 1. チャージャ内部の不具合 1. AC接続とバッテリーへの接続を外して
少なくとも 30分間待ってもう一度試み
る。再び同じ不具合が出るようであれ
ば弊社代理店に連絡する。

46
 



図図図面面面

g461013

電電電気気気ロロロジジジッッッククク回回回路路路図図図 (Rev. B)
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